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第１章 取組の概要

第１章 “ふじのくに”のフロンティアを拓く取組の概要

１ 施策の概要

（１）経緯

「“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組（以下「本取組」という。）」は、

東日本大震災の教訓と内陸部を東西に走る新東名高速道路の開通を契機に、平

成 25 年４月にスタートしました。沿岸域と内陸域の均衡ある発展と、歴史や文

化、自然等の地域資源を活かした地域づくりの観点から、平時の産業振興や地

域活性化と有事に備えた産業基盤の強化等の課題を一体的に解決することを目

的としています。

本取組の全体構想の期間は 15 年で、段階的な施策展開によって効果的な構

想の実現を図るため、構想期間を３期に区分し、１期当たり５年としています。

これまで、国の「地域活性化総合特別区域（ふじのくに防災減災・地域成長モ

デル総合特区、以下「特区」という。）」の指定を平成 25 年２月に受けるとと

もに、防災・減災と地域成長を両立する拠点を創出する市町の取組を支援する

「ふじのくにフロンティア推進区域（以下「推進区域」という。）」指定制度を

平成 26 年度に創設し、県内全 35 市町で展開して、着々と進捗を図っています。

また、令和元年度からは、革新的技術を活用し、都市的サービスを提供する

拠点相互の連携・補完により地域課題の解決を図る市町の取組を支援する「ふ

じのくにフロンティア推進エリア（以下「推進エリア」という。）」認定制度を

創設しました。推進区域での取組を点的なものに終わらせることなく、他の推

進区域や推進区域以外で行われているまちづくり等と連携を図り、誰もが豊か

な暮らしを実感できる都市圏の形成へとつなげる取組を総合的・複層的に展開

しています。

（２）基本戦略

基本目標の目指す姿「安全・安心で魅力ある県土の実現」の達成に向けて、

「沿岸・都市部のリノベーション」、「内陸・高台部のイノベーション」、「内外

に開かれた多中心の対流型都市圏の形成」、「多彩なライフスタイルの実現」の

４つの基本戦略により、県・市町・関係団体等が一体となり取組を展開してい

ます。
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第１章 取組の概要

【“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組の概要】

【４つの基本戦略と方向性】

戦

略

１

沿岸・都市部の

リノベーション

【再生】

巨大地震がもたらす津波被害等の自然災害から県民の

生命と財産、産業を守るための防災・減災対策を最優

先に実施しながら、地域産業の活性化やゆとりある住

空間の整備等を促進し、沿岸地域や既存の都市を再生

します。

戦

略

２

内陸・高台部の

イノベーション

【革新】

内陸・高台部では、高規格幹線道路の IC（インターチ

ェンジ）や SIC（スマートインターチェンジ）の周辺

地域等において、豊富な地域固有の資源を活用した、

新しい産業の創出・集積や、豊かな自然と調和したゆ

とりある暮らし空間の整備等を促進し、美しさと品格

を備えた活力ある地域に革新します。

戦

略

３

内外に開かれた

多中心の対流型

都市圏の形成

地域独自の個性の磨き上げや創造によって、人・モノ・

情報を呼び込む求心力を高めつつ、交通、情報等のネ

ットワークの充実強化により、都市と農山漁村、沿岸

と内陸、隣接県や海外に至る様々なレベルで活発な「対

流」が発生する活力ある都市圏を形成します。

戦

略

４

多彩なライフス

タイルの実現

地域の自然、歴史、文化等の資源を活かして生活を楽

しむ暮らし方の提案を行います。併せてコミュニティ

の再生や多様な主体による共助社会づくりを進め、誰

もが価値観やライフステージに応じて、望むライフス

タイルを選択できる環境を創出します。

基本戦略

沿岸・都市部の

リノベーション【再生】

内陸・高台部の

イノベーション【革新】

内外に開かれた多中心の

対流型都市圏の形成

多彩なライフスタイルの

実現

戦

略

１

戦

略

２

戦

略

３

戦

略

４

目指す姿 基本目標

安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
県
土
の
実
現

防災・減災機能の充実・強化

地域資源を活用した

新たな産業の創出・集積

誰もが憧れる美しくゆとり

ある暮らし・環境の創出

交通・情報基盤の充実・強化
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第１章 取組の概要

２ 全体構想の期間・行程
各期間において基本計画を策定し、事業を進めています。

（１）計画の概要

第２期基本計画は、平成 30 年度から令和４年度までの５年間を計画期間とし、

推進区域において計画された事業の早期完了を図ります（戦略１・２）。また、

それらの成果を活用して、人・モノ・情報が双方向で行き交う対流が発生する、

活力ある圏域づくりを推進するとともに、誰もが望むライフスタイルを選択で

きる環境を創出します（戦略３・４）。

期間 取組

第１期

2013-2017 年度

・防災・減災と地域成長が両立した新しい地域づくりの

県内全域への拡大

第２期

2018-2022 年度

・ふじのくにフロンティア推進区域の早期完了

・地域間の共生・対流の創出

第３期

2023-2027 年度

・重層的な広域連携による地域の個性あふれる対流型都

市圏の形成

・共生・対流の県外への拡大
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第１章 取組の概要

（２）推進方法

本取組は、県独自の推進区域、推進エリアの制度に加え、規制の特例措置や

税制・財政措置、金融措置を総合的に行う国の特区制度を活用し、取組を推進

しています。

ふじのくにフロンティア

推進区域・推進エリア制度

規制の特例、財政支援措置、

金融支援措置

県独自の支援事業 等

“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

前年度の実績評価

総合特別区域基本方針に基

づく国（内閣府）による評価

ふじのくに防災減災・地域

成長モデル総合特区計画

フロンティア

第２期基本計画

翌年度以降の取組に反映

当該年度の実績（見込）評価

“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組 評価委員会

地域活性化総合

特別区域制度

県議会 常任委員会

県本部員会議

総合特区評価・

調査検討会

前年度の実績評価
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第２章 第２期基本計画の取組評価

第２章 第２期基本計画の取組評価

１ 推進区域の早期完了

（１）戦略の概要

沿岸・都市部では、巨大地震がもたらす津波被害等の自然災害から県民の生命

と財産、産業を守るための防災・減災対策を最優先に実施しながら、地域産業の

活性化やゆとりある暮らし空間の整備等を促進し、地域を再生します。

内陸・高台部では、高規格幹線道路の IC（インターチェンジ）や SIC（スマー

トインターチェンジ）の周辺地域等において、豊富な地域固有の資源を活用した

新しい産業の創出・集積や、豊かな自然と調和したゆとりある暮らし空間の整備

等を促進し、美しさと品格を備えた活力ある地域に革新します。

（２）本年度の取組の背景

本年度は、推進区域の早期完了に向けた取組を推し進めるに際し、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大（以下「コロナ禍」という。）により、取り巻く環境が

激変し、大きな影響を受けました。例えば、企業誘致活動においては、対面での

折衝が当然であったもののそれが叶わなくなったり、先行不透明感から民間投資

が冷え込んだり、活動の制約により事業の進捗に遅れが生じたことなどが挙げら

れます。

こうした事態に対し、コミュニケーションツールとしてオンラインを導入した

り、新たな資金ニーズに対応するなど、コロナ禍でも取組を前進させるための施

策が求められました。

（３）本年度の取組

県関係課で組織する「ふじのくにフロンティア推進プロジェクトチーム」を中

心に、推進区域の計画事業の早期完了に向けた支援・調整を行いました。

① 土地利用調整

湖西市の「浜名湖西岸地区産業集積推進区域」では、令和２年３月に市街化区

域への編入や用途地域の変更、土地区画整理事業の都市計画決定を行い、令和２

年７月には浜名湖西岸土地区画整理を県として認可し、ハイブリッド自動車用リ

チウムイオン電池の新工場建設に向けて工事に着手しました。

②企業誘致活動

推進区域における産業集積を推進するため、庁内の企業誘致情報連絡会におい

て、工場立地やサテライトオフィス開設等の企業動向の情報共有を行っています。

また、市町に対して、工業用地開発に対する機運を醸成するため、企業立地専

門研修会を開催し、工業用地の開発手続きの説明や工業用地開発事例の紹介を行

っています。

＜戦略１＞沿岸・都市部のリノベーション（再生）

＜戦略２＞内陸・高台部のイノベーション（革新）
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第２章 第２期基本計画の取組評価

企業に対しては、企業訪問に加えて、オンラインによる企業面談や産業見学会

を実施し、県内外の企業を対象に本県の立地環境等について情報発信しました。

コロナ禍によりサプライチェーンの脆弱さが顕在化したことから、企業に対し、

その強靱化に繋がる設備投資を支援策の活用とともに働きかけました。

③ 県独自制度による支援

ア 事業支援

○企業誘致促進農業基盤整備事業

当事業は、企業誘致のための土地利用事業と一体的に、農業の生産性の向上

や生活環境の改善、良好な景観の形成に資する整備等を実施するものです。

三島市の「三島玉沢 IC 周辺医療・健康関連産業等集積区域」では、企業の

誘致と農業生産の両立に向け、農道整備による工業用地へのアクセス性と農業

生産性の向上を図る県営農業基盤整備事業を、平成 30 年度から引き続き実施

しました。

イ 技術支援

○アドバイザー派遣事業

土地利用調整や情報発信、６次産業等の仕組化といった推進区域の具体的な

課題に対し、各分野の専門家を派遣して専門的な知見に基づいたアドバイスを

実施することにより、その取組を支援するものです。
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第２章 第２期基本計画の取組評価

ウ 財政支援

○地域産業立地事業費助成

当事業は、推進区域に新規に立地する企業に対して、用地取得費助成の嵩上

げを実施するものです。

助成額は、前年度の９億円に対し約 11 億円、支援件数は前年度の 11 件に対

し 14 件と、額・件数ともに過去最高となる見込みです。

また、コロナ禍の影響で、工事建築資材の輸入遅延などやむを得ない事情が

生じ、定められた期間までの業務開始が困難になった事案に対し、県の補助金

の適用基準を緩和して支援を継続しました。

○豊かな暮らし空間創生事業

当事業は、県が認定し民間事業者が行う「豊かな暮らし空間創生住宅地整備」

のうち、市町が補助する道路、公園等の公共施設整備に協調して助成するもの

です。

本年度は、当制度の助成実績はありませんでしたが、活用促進に向けて、令

和２年 11 月に「三島塚原 IC 周辺ゆとりある田園居住区整備促進区域（令和元

年度整備、以下「三島塚原優良田園住宅」という。）」において、民間事業者と

市町担当者を対象とした現地説明会を実施しました。

また、住宅地整備後の支援として、令和２年 11 月にオンラインで開催した

「静岡 まるごと移住フェア」において、移住希望者に対して三島塚原優良田

園住宅等の豊かな暮らし空間創生住宅地の紹介を行いました。

【豊かな暮らし空間創生住宅地認定制度の概要】

※推進区域で行う豊かな暮らし空間創生住宅地の認定を受けた住宅地の整備

は、豊かな暮らし空間創生事業の対象にすることができます。

「自然との触れ合い」、「家族との団欒」、「地域とのつながり」などを大切に

した、下記の要件全てを満たす住宅地の整備について、認定申請に基づき県

が認定し、快適な暮らし空間の実現を図る制度です。

＜要件＞

・生活する空間の充実（暮らし空間倍増）

・住宅地としてゆとりのある空間の形成（壁面後退）

・良好な住環境の形成（外構や建物の配慮）

・良好な住環境を持続させる仕組み（維持管理体制）
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第２章 第２期基本計画の取組評価

【令和２年度 地域産業立地事業費助成 活用区域一覧】

※（ ）は、成長分野（食品等の製造業）の企業件数

○工業用地安定供給促進事業費助成

当事業は、推進区域での工業用地整備のうち、市町等が行う道路等の公共施

設整備に助成するものです。

藤枝市や湖西市などの５つの推進区域で活用し、工業団地内道路の新設を行

いました。

【令和２年度 工業用地安定供給促進事業費助成 活用区域一覧】

エ 金融支援

○県制度融資（ふじのくにフロンティア推進資金）

当事業は、推進区域に立地する中小企業が行う土地の取得や、建物・設備投

資に対する融資を実施するものです。

【令和２年度 ふじのくにフロンティア推進資金 活用区域一覧】

市町名 区域名 件数

静岡市
葵区薬師地区における新たな物流拠点整備区域 ３

清水港新興津地区物流拠点整備推進区域 ４

磐田市 磐田市下野部地区産業集積区域 １

袋井市
袋井市静岡モデル防潮堤整備と連動した次世代産業拠点創

出推進区域
１

裾野市
東名裾野 IC 周辺地域における防災・減災と職住近接に配慮

した地域づくり推進区域
１

函南町
「道の駅・川の駅」を活用した地場産品活用６次産業化推進

区域
１（１）

小山町 再生可能エネルギーを活用した産業拠点整備事業推進区域 １

吉田町 企業活動維持支援事業推進区域 １（１）

森町 内陸部への移転の受け皿確保区域 １

合計 14（２）

市町名 区域名

島田市 新東名島田金谷 IC 周辺都市的土地利用推進区域

掛川市
「上西郷地区」産業集積推進区域

「大坂・土方地区」産業集積推進区域

藤枝市 新東名藤枝岡部 IC 周辺推進区域

湖西市 浜名湖西岸地区産業集積推進区域

市町名 区域名 件数

島田市 新東名島田金谷 IC 周辺都市的土地利用推進区域 ２

合計 ２
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第２章 第２期基本計画の取組評価

【取組の早期完了に向けた県支援制度（活用状況）】

支援制度 支援概要・活用実績

技

術

支

援

地 域 づ く

り 構 想 等

策 定 支 援

ア ド バ イ

ザー派遣

（H25～）

地域づくり構想等の策定及び具体的課題に対し、アドバイザー派遣によ

る技術支援を実施

アドバイザー旅費、報償費を県が負担 （件）

H25～28 H29 H30 R1 R2 見込 累計

13 １ ０ ２ １ 17

助成等
事
業
支
援

内 陸 フ ロ
ン テ ィ ア
企 業 誘 致
促 進 農 業
基 盤 整 備
事業

工業団地等の開発地周辺農地において農業基盤整備等を県が実施
負担率: 県 1/2 、市町等申請者 1/2、採択要件: 受益面積５ha 以下 （千円）

H25～28 H29 H30 R1 R2 見込 累計

46,346
（７件）

7,262
（２件）

14,163
（２件）

8,850
（２件）

8,846
（１件）

85,467
（14 件）

財
政
支
援

豊 か な 暮
ら し 空 間
創生事業

事業者が行う豊かな暮らし空間を実現する住宅地整備のうち、市町が補
助する道路、公園等の公共施設整備に助成
補助率:1/2 以内、限度額:1,000 万円 （千円）

H26～28 H29 H30 R1 R2 見込 累計

10,000
（１件）

20,000
（２件）

10,000
（１件）

０
（０件）

０
（０件）

40,000
（４件）

地 域 産 業
立 地 事 業
費助成

市町と連携して、推進区域に新規に立地する企業の用地取得費の補助率
を嵩上げ

H26～28 H29 H30 R1 R2 見込 累計

200,000
（１件）

143,105
（３件）

534,955
（９件）

897,032
（11 件）

1,118,236
（14 件）

2,893,328
（38 件）

工 業 用 地
安 定 供 給
促 進 事 業
費助成

企業局や市町公社等が行う工業用地の整備のうち、市町が負担する道路
等の公共施設整備（新設に限る）に助成
補助率：1/3 以内、限度額：１億 5,000 万円 （千円）

H26～28 H29 H30 R1 R2 見込 累計

146,720
(６件)

200,254
（５件）

22,860
（１件）

41,000
（２件）

212,110
（５件）

622,944
（19 件）

金
融
支
援

県 制 度 融
資（ふじの
く に フ ロ
ン テ ィ ア
推進資金）
※ 融 資 実
行 額 及 び
件数
※[]：県費

推進区域に立地する中小企業が行う土地の取得、建物・設備投資に対す
る融資
融資利率:1.4%以内、利子補給率:0.67%以内
融資限度額 10 億円、融資期間 15 年 (据置５年) （千円）

H26～28 H29 H30 R1 R2 見込 累計

596,200

（５件）

1,281,000

（７件）

1,143,994

（８件）

5,816,010

（10件）

332,000

[1,112]

（２件）

9,169,204

（32 件）

区分 区域内 推進区域

用地取得

補助率

成長分野 30% 40%

その他 20% 30%

限度額
成長分野 ３億円 ４億円

その他 ２億円 ３億円 .（千円）
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第２章 第２期基本計画の取組評価

④国の特区制度の活用

特区制度による財政支援により、工業団地アクセス道路等の整備を着実に実施

して交通利便性を高めるなど、各地域の土地利用を促進しています。

【令和２年度 財政支援の活用区域一覧】

⑤広報活動

本取組の専用ホームページでは、推進区域の取組状況・成果を伝える記事を積

極的に公表し、先導的モデルを県内外に発信しています。本年度は、前年度を上

回る月当たり約 2,000 件のアクセスがありました。

（４）コロナ禍等の推進区域への影響

①推進区域の再点検の実施

本年度は、コロナ禍により社会情勢が急激に変化したことから、取組進捗の評

価に際し、その影響を調査する必要が生じました。

このため、計画事業が未完了の 34 の推進区域におけるコロナ禍の影響について、

６月と９月に調査を行いました。その結果、半分に当たる 17 区域について、令和

２年９月末時点で３～６ヶ月程度の遅延が報告され、工業用地への企業誘致や工

業用地・住宅地の開発事業者の誘引などに影響し、計画事業の進捗に遅れが生じ

ていることがわかりました（「②ア」参照）。

影響が生じている推進区域は、６月時点では８区域（23％）であったのに対し

て、９月時点では 24 区域（71％）と拡大しました。

なお、本年度が第２期基本計画の中間年に当たることから、事業工程に対する

コロナ禍以外の影響と、計画事業が完了している 41 の推進区域の取組への影響に

ついても調査しました（「②イ」「③」参照）。

市町名 区域名

富士市 新東名新富士 IC 周辺物流拠点創出事業区域

藤枝市
新東名藤枝岡部 IC 周辺推進区域

（特区名称：「食と農」のアンテナエリア形成事業）

湖西市 浜名湖西岸地区産業集積推進区域

函南町 「道の駅・川の駅」を活用した地場産品活用６次産業化推進区域

小山町

（仮称）小山パーキングエリア・スマートインターを活用した地域産

業集積事業推進区域

再生可能エネルギーを活用した産業拠点整備事業推進区域

（特区名称：木質バイオマス発電を中心とした産業拠点整備事業）

10



第２章 第２期基本計画の取組評価

②未完了区域への影響

ア 計画事業の工程へコロナ禍の影響（種別毎）

※（ ）は、種別の重複を除く区域数

※「防災」は、防潮堤や命山の整備など施設の整備を伴う計画事業に限定

種別 影 響

区 域

数

影響期間 主な内容

期間に

影響無

１

ヵ月

未満

1-2

ヵ月

3-6

ヵ月

項目

工業 12/16 １ １ １ ９

工事

・ 感染拡大に伴う工事の

一時休止

・ 経営計画の見直しに伴

う建設着工の延期

調査
設計

・ 委託の地元説明会や補

償調査の遅延

企業
誘致

・ 対面での誘致活動の制

限

・ 企業の投資計画見直し

に伴う遅延、停滞

住宅 ５/５ ０ ０ １ ４
開発
誘引

・ 宅地造成需要低下によ

る開発事業者決定の遅

延、停滞

防災※ １/８ ０ ０ ０ １ 設計
・ 受注者の出勤減に伴う

協議の遅延

観光 ８/11 ２ ０ １ ５

工事

・ 資材調達の遅延

・ コロナ禍後を見据えた

施設の形態と規模の見

直しによる遅延

設計
・ 地域の会議の延期に伴

う合意形成の遅延

協議 ・ 協定手続きの遅延

その他
・ 需要低下による地場産

品提供の飲食店の撤退

農業 ０/５

合計

26/45

(24)/

(34)

３

(３)

１

(１)

３

(３)

19

(17)
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第２章 第２期基本計画の取組評価

イ コロナ禍以外の社会情勢の変化等に伴う影響

推進区域認定後に生じた社会情勢の変化や、事業推進上で判明した課題の概

要は以下のとおりです。

※「防災」は、防潮堤や命山の整備など施設の整備を伴う計画事業に限定

③完了区域への影響

※「防災」は、施設の整備完了後に防災体制の整備を予定した計画事業に限定

（５）数値目標の見直し

コロナ禍を受けた情勢の変化や、コロナ禍以外の影響を踏まえて実施した各区

域の計画変更に伴い、別紙「令和２年度評価方針」に則して目標値を変更しまし

た。変更した目標値は以下のとおりです。

種別 主な内容

項目

工業

調査設計
・ 埋蔵文化財調査など関連する調査の長期化に伴う遅延
・ 進出企業所有の工場が焼失したことに伴う、推進区域

内に立地する工場の施設内容や設計の再検討

開発誘引 ・ 開発事業者誘致の難航

地元調整 ・ 用地交渉及び地元の合意形成の難航

住宅 開発誘引 ・ 開発事業者誘致の難航

防災※ 工事
・ 軟弱地盤対策など施工上の課題への対応
・ 関連工事の遅延

種別 主な内容

項目

工業 企業誘致等
・ 全 18 区域のうち、分譲販売を行っている２区域にお

いて、企業の業績低迷に伴う進出計画の見直し

住宅 工事
・ 全８区域のうち、分譲販売を行う１区域でイベントの

来場者数が減少

防災※ 工事
・ 対象 23 区域のうち、２区域が工場建設の遅れ等に伴

う波及的な防災協定締結の遅延

観光 工事
・ 全 10 区域でコロナ禍の影響があり、大半の区域で観

光客が減少し、イベントも中止

農業 工事

・ 全７区域のうち、４区域では観光客を対象に地域の農

産物や海産物を使った料理や加工品の提供・販売を行

っていることから、売上げが減少

評価指標 時点 R2 目標 R3 目標 R4 目標 R9 参考

計画事業が完了した推進区域

の割合（区域）

現状 53／75 60／75 75／75 ―

変更後 48／74 53／74 74／74 ―

推進区域における工業用地等

造成面積（ha）

現状 240 343 480 ―

変更後 170 182 400 518

推進区域における住宅地造成

区画数（区画）

現状 668 668 900 ―

変更後 400 500 500 574

12



第２章 第２期基本計画の取組評価

（６）評価とコロナ禍を踏まえた今後の展開

①達成状況

【評価指標の達成状況区分】

区分 内 容

Ａ
前倒しで実施見込

「見込値」が各年度「目標値」の推移の＋30％超のもの

Ｂ
計画どおり実施見込

「見込値」が各年度「目標値」の推移の±30％の範囲内のもの

Ｃ
計画よりより遅れており、より一層の推進を要する

「見込値」が各年度「目標値」の推移の－30％未満のもの

※各年度の目標値：第２期計画における行程表の集計値

評価指標
2017（H29）年度 2020（R2）年度 2022（R4）年度 達成

状況基準値 見込値※ 目標値 目標値

戦

略

１

・

２

計画事業が完了したふじ

のくにフロンティア推進

区域の割合

32%

(25 区域)

65%

(48 区域)

65%

(48 区域)

100%

((新)74 区域)

((旧)75 区域)

Ｂ

ふじのくにフロンティア

推進区域における工業用

地等造成面積

(2013～2017)

50ha

(2013～2020)

170ha

(2013～2020)

170ha

（2013～2022）

(新)400ha
(旧)480ha

Ｂ

ふじのくにフロンティア

推進区域における住宅地

造成区画数

(2013～2017)

318 区画

(2013～2020)

400 区画

(2013～2020)

400 区画

（2013～2022）

(新 )500 区画

(旧)900 区画

Ｂ

※見込値は、完了及び本年度完了見込区域を集計しており、一部完了は含めない
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第２章 第２期基本計画の取組評価

②推進区域の早期完了に向けた取組

ア 計画事業が完了した推進区域の割合

（ア）評価

各推進区域における計画事業は、概ね順調に進捗しています。

全 74 の推進区域のうち、本年度７区域が完了し、累計の完了区域数は６割超

の 48 区域となります。また、11 区域で施設の一部が完了するなど、59 区域で

効果が発現します。

（イ）コロナ禍の影響と今後の展開

コロナ禍の影響で事業進捗に遅れが生じ、令和４年度までに計画事業が完了

しない区域が発生している現状を踏まえ、支援策の延長が求められる事態とな

っています。

このため、別紙「令和２年度評価方針」に則し、本取組の構想期間内である

「令和９年度までの事業完了見込」を条件に、令和５年度以降への事業の延長

に合わせて財政支援、金融支援制度を延長します。

また、早期完了に向けて、感染拡大防止に配慮しながらオンラインを併用し

た企業誘致活動を行います。オンラインセミナーの開催により、県内外の新た

な企業に向けて広く本県の立地優位性を発信するとともに、ホームページ等で

の広報を強化して、本県への企業や開発事業者の誘引を図ります。

更に、アドバイザー派遣等により開発手法に関する技術支援を実施し課題解

決を図るとともに、窓口の一本化によるワンストップの事業調整により、事業

を円滑に実施していきます。

図 2-1 フロンティア推進区域の完了地区の推移

第１期 第２期

図２－１ 推進区域の完了区域の推移
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第２章 第２期基本計画の取組評価

【進捗状況】

イ 推進区域における工業用地等造成面積

（ア）評価

新たな産業の創出や集積を図るため、35 の推

進区域で工業用地等の造成を実施しており、本

年度の３区域を加えた 21 区域が完了します。

完了区域の造成面積は、計画どおり 170ha と

なる見通しです。また、一部完了を含めると令

和４年度目標値の６割超の258haに達すること

が見込まれ、目標の達成に向けて順調に推移し

ています。

企業立地件数及び雇用創出については、本年

度９月末までに 104 社が立地し、うち 63 社が

操業を開始しており、4,200 人を超える雇用が

創出されています。

区分 2019（R１） 2020（R２） 増減

事業が完了 41 48 ＋７

事業の一部完了 16 11 －５

工事に着手 ６ ７ ＋１

設計に着手 10 ６ －４

事業着手に向け調整中 ２ ２ ±０

事業の中止 ― １ ＋１

合計 75 75 ―

事業実施合計 75 74 －１

完了割合 65％

※Ｒ２は９月末までの上期実績のみ

※未完了区域含む

※未完了区域含む

（年度） 上期

図２-４ 雇用創出人数（累計）

（年度） 上期

累計 約 4,200 人

図２-３ 企業の立地件数（累計）

累計 104 社

（ha）

（年度）

258

図２－２ 工業用地等造成
面積の推移

□目標値
■実績値

実績値
（一部完了区域含む）

（ha）
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第２章 第２期基本計画の取組評価

（イ）コロナ禍の影響と今後の展開

コロナ禍の影響を調査するために、推進区域への進出企業に対してアンケー

トを実施しています。この結果に基づき、投資資金の確保に窮している企業に

対して、総合特区利子補給金制度と県独自の利子補給金制度の併用を提案する

など、企業ニーズを的確に把握し対応していきます。また、造成した工業用地

等への企業誘致に向けて、市町と連携してきめ細やかな活動を行い、早期の効

果発現を促進していきます。

併せて、各種助成制度の更なる活用を促進し、市町と連携しながら工業用地

等の造成を推し進めていきます。

ウ 推進区域における住宅地造成区画数

（ア）評価

豊かな自然と調和したゆとりある暮らし空間を

提供する新たな住宅地は、12 の推進区域で実施して

おり、本年度５区画が造成され、造成区画数は計画

どおり 400 区画となる見通しであり、概ね順調に進

捗が図られています。

造成した住宅地のうち、既に 283 区画で売買契約

が成立し、うち 14 世帯が県外から移住しました。

（イ）コロナ禍の影響と今後の展開

コロナ禍の影響により、未完了区域では、民間企業の開発需要の減退に伴う

開発事業者決定の遅れや、工事着手に係る地鎮祭や地元説明会の延期などが生

じました。また、完了区域においても、分譲地イベントの来場者数が減少する

などの影響を受けました。

このことから、今後は、派遣するアドバイザーの助言に基づき地域のポテン

シャルの効果的な発信を行い、発信力の向上を図ることに加えて、支援制度を

PR することで開発事業者の誘引に結びつけるよう努めます。

また、住宅地整備後の支援として各種住宅イベントに積極的に参加し、整備

したゆとりある暮らし空間を提供する住宅地を PR することで、区画の売買契約

成立を後押しし、早期の事業効果の発現を図ります。

エ 推進区域における防災・減災

（ア）評価

全 74 の推進区域において防災・減災対策に取り組んでいますが、その中で

18 区域については、防災施設整備を実施しています。本年度末までに 15 区域

で津波避難タワーや命山など 18 施設が完成し、２区域で海岸防潮堤の一部区

間が完成します。

海岸防潮堤の整備のうち、袋井市の「静岡モデル防潮堤整備と連動した次世

代産業拠点創出推進区域」では、工業用地の造成に伴い発生した土砂を活用し

て事業を進めており、本年度末には、令和４年度までの計画区間 4.24km のう

ち 4.15km が完成します。

また、掛川市の「『掛川市海岸命を守る希望の森づくり地区』推進区域」で

図２－５ 住宅地造成区画数
の推移（区画）

（年度）

□目標値
■実績値
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第２章 第２期基本計画の取組評価

は、海岸防災林の再生を行いながら事業を進めており、本年度末には、全計画

区間 6.0km のうち 4.23km が完成します。

一方で、県は「地震・津波対策アクションプログラム 2013」において想定し

た、最大クラスの地震・津波の発生による犠牲者 10 万５千人という数値を令

和４年度までに８割減少させるという目標について、令和元年度末時点の減災

効果を公表しました。各施策が着実に進捗し、172 の津波避難タワーや命山等

の避難施設が新たに整備されたことや、浜松市において「静岡モデル」による

17.5km の防潮堤が竣工したこと等を踏まえ、減災効果を約７割、約７万２千人

減と試算しました。こうした成果は、総合特区や推進区域における防災・減災

の取組が大きく寄与したことによるものと言えます。

図２-６ 地震・津波対策アクションプログラム 2013 の減災効果
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第２章 第２期基本計画の取組評価

（イ）コロナ禍の影響と今後の展開

これまでに 16 の推進区域に進出した企業と自治会等で、災害時の物資供給

等の 31 件の防災協定が締結されました。防災協定は、その多くが立地企業の

操業開始と同時期に締結されますが、本年度はコロナ禍の影響による設備投資

の停滞により工場建設が遅延し、その結果防災協定の締結時期にも遅れが生じ

ています。

このため、進出が決定しているものの設備投資を見送っている企業に対して、

コロナ禍対策として創設された各種融資制度を提案するなど、操業開始に向け

て支援していきます。

オ 推進区域における観光交流の促進

（ア）評価

賑わいを創出する道の駅や地域活性化施設等の整備を 21 の推進区域で実施

しており、本年度末までに 16 区域で 18 施設が完成し、供用されています。

島田市の「新東名島田金谷 IC 周辺都市的土地利用推進区域」では、令和２

年 11 月に体験型フードパーク「KADODE OOIGAWA（カドデ オオイガワ）」が開

業しました。本施設は、年間 80 万人の来客数を目指しており、人の流れを呼

び込むことによって地元農業と大井川流域観光の両面が活性化され、ひいては

県中部地域の発展に寄与することが期待されます。

また、これまでに整備された施設のうち、来場者数を集計している「三島ス

カイウォーク（三島市）」、「韮山反射炉ガイダンスセンター（伊豆の国市）」、「道

の駅伊豆月ヶ瀬（伊豆市）」、「道の駅ゲートウェイ函南（函南町）」、「渚の交流

館（磐田市）」の５施設について、令和２年末までに累計で約 1,400 万人が訪

れています。

（イ）コロナ禍の影響と今後の展開

全 21 区域でコロナ禍の影響があり、賑わい施設の整備を行う事業者の投資減

退や、感染対策の検討による施設開業時期の遅れなどが生じました。最も大き

な影響を受けたのは、県東部のインバウンドをメインターゲットにした観光交

流施設であり、施設規模縮小に向け設計の見直しを余儀なくされ、開業予定時

期が大幅にずれ込むことになりました。

また、供用を開始した大半の施設で観光客が減少し、イベントが中止となる

など、大きな影響を受けました。

こうした事態に対応するために、推進区域ごとの課題に対応したアドバイザ

ーを派遣し、解決に結びつけるとともに、旅行者の性別や年齢区分、閲覧デー

タ等を収集して、嗜好等を分析し、ニーズに応じた観光情報等を提供し、開業

した施設への周遊を促進することで、早期完了と効果発現を図ります。

残る推進区域の早期完了を図り、事業が完了した拠点間の連携を促進するこ

とで、交流人口の拡大を目指します。
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第２章 第２期基本計画の取組評価

【藤枝市】新たな地域産業を担うオリーブ園

【藤枝市】初収穫・加工されたオリーブオイル

カ 推進区域における農業振興

（ア）評価

農業法人による経営を実現するための農業基盤整備や、環境制御技術を導入

する植物工場の建設、６次産業化を図る施設等の整備を 12 区域で実施してい

ます。このうち、本年度末までに７区域の整備が完了し、４区域で一部完了し

ます。

藤枝市では、新たな地域資源を核とし

た産業振興を目指し、荒廃農地を含む約

４ha を大規模オリーブ園として整備し、

農業法人・市・地権者で協議会を組織し

てオリーブ産地化事業を推進しています。

これまでに約 2,000 本のオリーブを植

栽し、前年度に約 200kg が初収穫された

のに続き、本年度は約 1,000kg の収穫が

見込まれています。収穫された実から採

取されたオリーブオイルは、農業法人の

関連会社で販売され、国内外で高い評価

を得ています。今後、地元食材を使用し

た加工品開発も予定されており、６次産

業化の更なる取組が期待されています。

磐田市では、沿岸部の未利用農地を研

修農場として有効活用し、企業等が農業

生産技術や経営管理手法を習得するため

の農業経営塾を開講して、農業参入の促

進を図っています。

前年度に栽培施設 6,000 ㎡に続き、本年度は 12,000 ㎡の建設が完了しまし

た。増築したハウスではいちごが栽培され、栽培作目を追加することで研修内

容を充実し、農業の多様な担い手の確保を図っています。

（イ）コロナ禍の影響と今後の展開

全部又は一部完了した推進区域のうち、４区域では県外からの観光客をター

ゲットに地域の農産物や海産物を使った料理や加工品の提供・販売を行ってい

ることから、コロナ禍を受けて売上げが減少するなどの影響が生じました。

今後、これら６次産業化施設を展開している区域に対しては、小売業や飲食

業の専門家のうち農水産品の流通に精通するアドバイザーを派遣し、売上向上

に向けた支援を行うともに、県民に対して県産品の購入を促し、コロナ禍を共

助で乗り切ることを目的に県が展開している「バイ・シズオカ」運動を、より

一層促進していきます。

また、農業従事者の高齢化や担い手不足、中山間地域等の生産条件の不利に

起因する低い生産性、荒廃農地の増加など、農業を取り巻く厳しい状況に対応

するために、植物工場の整備による生産性の向上や高付加価値農産物の産地化

に取り組み、地域課題の解決に努めていきます。
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第２章 第２期基本計画の取組評価

【裾野市】御宿防災スマートシティ（イメージ）

大規模工業団地に本県の特色あるものづくり産業が集積

浜松市の「未来創造『新・ものづくり』特区」新・産業集積推進区域（第三都

田地区工場用地）では、造成した 13 区画 35ha の工業団地に本県の特色である自

動車産業等が集積し、工場の建設工事に着工するなど、操業に向けた準備が進ん

でいます。

立地した企業の内、産業用ロボットの精密減速機を手掛ける機械メーカーでは、

製造業の自動化進展で需要が拡大する精密減速機の新工場の建設を計画していま

す。

立地した企業がこの工業用地を選択した

理由としては、東京、大阪の中間に位置す

る交通の利便性や、輸送用機器の関連企業

などが集積し、サプライチェーン（部品の

調達・供給網）構築に有利な点が挙げられ

ました。

今後も、県と市が連携して企業誘致を進

めて、本県の特色あるものづくり産業の集

積を図ります。

防災スマートシティの創出に向けて造成工事が本格化

「裾野市北部地域職住近接の防災スマートシティ創出推進区域」では、環境に優

しく、防災力の高い職住近接のまちづくりに向けた取組を実施しています。

御宿地内の約４ha の土地に、個人施行の土地区画整理事業により約 100 区画の住

宅団地を整備する予定で、事業者による造成工事が本格化しています。

特徴としては、環境にやさしい自律可能

な住宅団地の整備として、太陽光発電など

の再生可能エネルギーと HEMS※の導入、各

家屋の顔となる樹木である「シンボルツリ

ー」の整備、壁面後退によるゆとり空間の

創出が挙げられます。また、推進区域内に

防災機能を備えた公園を整備するほか、ド

ラッグストアを誘致し、有事の利活用に関

する協力を得ることで、地域防災力の更な

る強化が期待されます。
※HEMS（ヘムス：Home Energy Management

System の略） … 家庭で使うエネルギー
を節約するための管理システムのこと

工業

【浜松市】造成が完了した第三都田地区工場用地

☆フロンティア推進区域の取組 トピックス①

住宅

☆フロンティア推進区域の取組 トピックス②
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全区画分譲し、生活と自然が調和した暮らしが開始

小山町の「生活と自然が調和した「富士小山わさび平地区」推進区域」では、富

士山を望む自然と調和した家・庭一体の 36 区画の住宅団地を整備し、全区画が完

売しています。

この住宅団地の魅力は、新東名高速道

路の（仮称）小山パーキングエリア SIC

の設置による交通利便性の良さや、ゆと

りある住空間、恵まれた自然環境が挙げ

られます。

富士山麓の自然豊かなロケーションの

中で、多彩なライフスタイルを実現でき

る場が創出されています。

大規模物流施設との防災協定の締結

富士市の「新東名新富士 IC 周辺物流拠点創出事業区域」と掛川市の「『南西

郷地区』産業集積推進区域」に大規模物流施設が立地し、両市と進出企業の間

で有事の利用に関する防災協定が締結されました。

２つの推進区域は、ともに新東名高速道路あるいは東名高速道路のインター

チェンジに近接する交通利便性の高さをアピールすることで、大規模物流施設

の誘致を実現しました。また、有事においては、抜群の立地環境と高度な施設

能力の活用が可能となり、地域防災力の強化につながっています。

今後も、新東名高速道路や東名高速道

路に代表される高規格幹線道路の周辺に

物流機能を集積することで、災害時の輸

送体制の確保を図っていきます。

【小山町】自然豊かな富士小山わさび平住宅団地

住宅

☆フロンティア推進区域の取組 トピックス③

防災

☆フロンティア推進区域の取組 トピックス④

【富士市】物資拠点となるテナント型大規模物流施設
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県下最大級のマルシェを有する体験型フードパークが開業

島田市の「新東名島田金谷 IC 周辺都市的土地利用推進区域」では、「緑茶」と「大

井川流域の農産物」の魅力を発信する県下最大級のマルシェを含む体験型フードパ

ーク「KADODE OOIGAWA」が令和２年 11 月に開業しました。

島田市・JA 大井川・大井川鐵道・中日本高速道路の４者連携事業の一環で整備さ

れた「KADODE OOIGAWA」は、新東名高速道路島田金谷 IC に近接する高い利便性を

有しています。マルシェに加えて、有名シェフ監修の野菜レストランやお茶をテー

マにした体験ゾーンなど様々な施設が設け

られており、併設された大井川流域の観光

情報を提供する案内所や大井川鐵道新駅と

ともに、地域の魅力を体感する交流と情報

発信の場を提供しています。

当施設は、年間 80 万人の来客数を目指し

ており、人の流れを呼び込むことで、農業

振興と観光の両面で県中部地域の発展を牽

引することが期待されます。

東名高速道路のＳＩＣ周辺に新たな施設園芸の拠点が完成

磐田市の「「磐田スマートアグリバレー」推進区域」に太陽光を利用した植物工

場が新たに完成しました。令和２年７月から本格稼働し、サラダホウレンソウやパ

クチーなどの水耕栽培を行っています。

当施設では、温度や水分量などの環境制御ができるハウスの中で、市場のニーズ

に合わせた野菜を生産しています。その他、障がい者の活躍の場を拡大する農福連

携も進めています。

今後、市では推進区域内に農家レスト

ランを整備する計画であり、６次産業化

への展開も予定されています。

観光

☆フロンティア推進区域の取組 トピックス⑤

農業

☆フロンティア推進区域の取組 トピックス⑥

【島田市】魅力発信の拠点となる KADODE OOIGAWA

【磐田市】完成した太陽光利用型植物工場

22



第２章 第２期基本計画の戦略の評価

中心市街地

高規格幹線道路

IC

エリア形成のイメージ（例）

新拠点区域
（例：６次産業化施設）

推進エリア
（拠点の連携により地域課題を解決）

既存拠点
（例：研究施設等）

既存拠点
（例：遊休農地）

推進区域
（例：農業施設等）

２ 地域間の共生・対流の創出

（１）戦略の概要

①戦略の方向性

地域の個性の磨き上げや創造によって、人・モノ・情報を呼び込む求心力を高

めつつ、交通、情報等のネットワークの充実強化により、都市と農山漁村、沿岸

と内陸、隣接県や海外に至る様々なレベルで活発な「対流」が発生する活力ある

圏域を形成します。

また、地域の自然、歴史、文化等の資源を活かして生活を楽しむ暮らし方の提

案を行うとともに、コミュニティの再生や多様な主体による共助社会づくりを進

め、誰もが価値観やライフステージに応じて、望むライフスタイルを選択できる

環境を創出します。

②推進エリア

第２期基本計画では、戦略３

及び４を具体的に推進するため

に、推進エリア認定制度を設け、

推進区域や中心市街地等と新た

に整備する産業・文化等の拠点

を計画的に連携・補完させるこ

とにより持続的成長を可能とす

る圏域づくりの先導的モデルの

構築を進めています。

＜戦略３＞ 内外に開かれた多中心の対流型都市圏の形成

＜戦略４＞ 多彩なライフスタイルの実現

第２期：2018 年度～2022 年度

 自然と調和した

ゆとりある暮ら

し空間の実現

・フロンティア推進区域の早期完了
・地域間の共生・対流の創出

 産業の集積 Ｄ町

 産業の創出

B 町

エリア

 自然と調和した

ゆとりある暮ら

し空間の実現

ネットワーク

の充実・強化

C 市
 都市機能の集約

 快適な住環境の整備

 中心市街地の活性化 等
静岡モデル・森の防潮堤

A 市

対流
対流
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ア 定義

○推進エリア

○新拠点区域

イ 認定基準（以下のすべてを満たすことが必要）

○本取組全体構想への適合

○地域課題の分析とその解決策の提示

○取組や事業の実施が確実であること

ウ 推進エリア認定の流れ

エ 推進エリアに対する支援

（ア）ふじのくにフロンティア推進エリア計画策定事業費補助金

推進エリアの形成に向けた「推進エリア計画」の策定のための地域課題の分

析や、先端技術の活用に向けた調査・分析、実証試験、新拠点区域の整備に係

る調査等に対し、「ふじのくにフロンティア推進エリア計画策定事業費補助金

（以下「計画策定補助金」という。）」を助成するものです。

（イ）アドバイザー派遣事業

多彩なテーマに沿った推進エリア計画の策定支援や、新拠点区域における課

題解決、革新的技術の活用検討等に際し、推進区域と同様に各分野の専門家を

派遣してその取組を支援するものです。

革新的技術等を活用して、都市的サービスを提供する拠点相互を連携・補

完することにより、地域課題の解決を図る圏域のこと。

推進エリアの形成に当たり、既存の拠点と連携・補完し合い新たな都市的

機能の集積を図るため、整備を行う拠点のこと。

防災・減災と地域成長の両立を目指す本取組の基本理念に適合しているこ

と。

革新的技術等を活用し、拠点相互の連携・補完による地域の課題解決策が

提示されていること。

令和元年度から４年以内に事業着手が見込まれること。

関係者の合意形成の体制が整っていること。

  単独市町型 複数市町連携型

補助率 対象経費の１／２以内 対象経費の 10／10 以内

補助金上限 2,500 千円 10,000 千円

補助対象 市町 市町及び関係者で構成する協議会

備考

推進エリアへの新たな技術導入を促進するため、令和２年度か

ら対象事業に「先端技術の導入に向けた実証試験」を追加しま

した。

事前協議

（市町⇔県）

認定申請

（市町長⇒知事）

審 査

（推進会議（評価部会））

認 定

（知事→市町長）
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（ウ）各種助成制度

新拠点区域の整備に際し、用地取得の補助率の嵩上げや、用地取得や建物・

設備投資に対する県制度融資、豊かな暮らし空間を実現する住宅地整備におけ

る道路・公園等の公共施設整備への助成など、推進区域と同様の財政・金融支

援を提供するものです。

（２）本年度の取組の背景（コロナ禍によるライフスタイルの変化・多様化）

コロナ禍を契機とし、人々の働き方や暮らし方に対する意識に大きな変化が生

じています。特に、地方回帰の機運の高まりは、東京へのアクセスが容易という

地理的優位性に加えて、豊かな食や自然、文化といった本県の特色を活かした多

様な価値観の提供によって企業や人材を呼び込むことができる機会といえます。

本取組では、基本戦略に「多彩なライフスタイルの実現」を掲げ、自然と調和

したゆとりある暮らし空間を提供する住宅地の整備など、魅力ある県土づくりに

取り組んできました。コロナ禍における地方回帰の機運の高まりを受け、住まい

環境の整備にとどまらず、本県の高いポテンシャルを活かした多彩で多様なライ

フスタイルの場を創出する施策の展開が求められています。

（３）本年度の取組

①計画策定補助金

本年度の活用状況は、御前崎市と島田市・牧之原市・吉田町（複数市町連携型）、

湖西市の３件です。

【事業一覧】

②アドバイザー派遣事業

本年度の活用状況は、島田市・牧之原市・吉田町（複数市町連携型）の１件で

す。

【事業一覧】

市町 計画の方向性

御前崎市 エコガーデンシティ産業立地促進エリア

島田市

牧之原市

吉田町

空港周辺ガーデンゲートエリア

湖西市 湖西市企業シャトル BaaS

市町 活用の概要

島田市

牧之原市

吉田町

地域交通及び観光・交流施策等に係る知見の提供
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③革新的技術の導入促進に向けた勉強会の開催

市町担当者を対象に勉強会を３回開催しました。

④多彩なライフスタイル情報発信強化事業

コロナ禍を契機とした地方回帰の機運の高まりは、東京へのアクセスが容易と

いう地理的優位性に加えて、豊かな食や自然、文化といった本県の特色を活かし

た多様な価値観の提供によって人材や企業を呼び込むことができる機会といえま

す。

こうした状況に対応するために、企業誘致や移住・定住、観光など、本県が有

する人材や企業の誘引につながる分野の情報を一元的に集約し、地域活性化の主

体となり得るクリエイティブ層を主なターゲットに発信することを意図したホー

テーマ 講師 内容

「地域づくりに

おける MaaS※の

可能性」

MaaS

事業者

推進エリアへの革新的技術の導入に向けた支

援を目的に開催しました。事業者から、具体の

事業実施を踏まえた地域への MaaS 導入に係る

可能性と課題について講演を受けました。当日

は、24 市町がリモートで参加するとともに、個

別の事例に基づく質疑応答を行いました。

※MaaS（マース：Mobility as a Service の略）

… 出発地から目的地までの移動ニーズに対して

最適な移動手段をシームレスに提供するなど、移

動を単なる手段としてだけではなく、移動者にと

っての一元的なサービスとして捉える概念

「DX※時代の自

治体運営」

デ ジ タ ル

技 術 活 用

指 導 団 体

及び DX 実

践自治体

自治体運営のためのデジタル技術の活用に向

けた支援を目的に開催しました。自治体に対し

デジタル技術の活用を指導している団体や、DX

を実践している自治体から、デジタル技術活用

の意義や現状、DX 計画の構築の仕方について講

演を受けました。

※DX（デジタルトランスフォーメーション：Digital

Transformation の略） … 最新のデジタル技術

を駆使して、人々生活をあらゆる面でより良い方

向に変化させるという概念

「サテライトオ

フィス※事業を

成功させるため

のポイント」

サ テ ラ イ

ト オ フ ィ

ス 誘 致 支

援事業者

サテライトオフィス誘致に向けた市町の支援

を目的に開催しました。事業者から、サテライ

トオフィス誘致のポイントや誘致後の望まし

い支援のあり方について講演を受けました。当

日は、23 市町がリモートで参加しました。

※サテライトオフィス … 都市部の企業等が本拠

から離れたところに設置する遠隔勤務のための

オフィスの総称
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ムページの構築を進め、本年３月に公開しました。

この中で、コロナ禍を受けた新たな働き方として注目が集まり、ニーズが高ま

っている「サテライトオフィス」に関する情報を特に充実させます。具体的には、

自動更新により民間が有する最新の賃貸物件情報を常時掲載するシステムの構築

や、コワーキングスペース・レンタルオフィス・シェアオフィス情報の掲載、オ

フィス開設者へのインタビュー、PR 動画の作成などを行い、新しいライフスタイ

ルを構築する場として本県を選択してもらうための足掛かりを提供します。
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⑤推進エリアの認定

本年度は、複数市町連携型２件、単独市町型４件の推進エリアを認定し、認定

市町数は 13（累計 15）となりました。

【推進エリア認定一覧】

市町 名称 目指す姿

島田市

牧之原市

吉田町

富士山静岡空港周

辺観光・産業交流推

進エリア

富士山静岡空港や高規格幹線道路、新たなモ

ビリティ等の交通ネットワークの活用と、拠

点間の相互連携により、新たな人・モノの流

れを生み出す観光・産業交流推進エリア

下田市

東伊豆町

河津町

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

世界レベルの地域

資源の中で、豊かに

働き・暮らし・遊ぶ

『伊豆's ライフス

タイル』創造エリア

自然、歴史、文化等、世界に誇れる魅力ある

地域資源を最大限に活用し、地域特性に応じ

た賀茂地域ならではの働き方、暮らし方、遊

び方を掛け合わせた、新しく、豊かで、多彩

なライフスタイルを実現する先進モデルエリ

ア

沼津市

先端科学技術を活

用した農業イノベ

ーション創出エリ

ア

先端科学技術を活用した農業の生産性改革と

農業を軸とした関連産業のビジネス展開によ

り、「農業の力」で地域の活性化を実現する農

業イノベーションエリア

湖西市

湖西市版 MaaS（企

業シャトル BaaS）

によるデジタルシ

ティ推進エリア

湖西市版 MaaS である企業シャトル BaaS や、

各種手続きのデジタル化の推進による、誰も

が住みやすく、かつ、市内で経済が循環する

先進モデルエリア

伊豆市

東京 2020 オリンピ

ック・パラリンピッ

ク競技大会を契機

とした、交流・関

係・定住人口創出推

進エリア

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技

大会を契機として、来訪者の皆様に新たな伊

豆市との関わり方を提案し、新たな賑わいを

生み出す交流・関係・定住人口創出エリア

清水町

笑顔があふれ誰も

が健康に暮らせる

『笑街健幸のまち』

推進エリア

日々の暮らしを通じてあらゆる世代・ライフ

ステージに応じた心身の健康づくりを実現す

る、「清水町型スマートライフ」推進エリア
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（４）コロナ禍の推進エリアへの影響

前年度に認定した２つの推進エリアについては、事業の進捗に大きな影響は見

られませんでした。

人の動きに大きな制約が加わり、協議環境が確保出来ない状況が生じましたが、

WEB ミーティング等新たなコミュニケーションツールを導入し、課題に対応しま

した。

（５）評価とコロナ禍を踏まえた今後の展開

①達成状況

②評価と今後の展開

計画策定補助金やアドバイザー派遣事業の活用による支援に加えて、市町の担

当者に対するヒアリングを実施し、市町個々が抱える地域づくりに関するニーズ

の拾い上げや課題の整理を行いました。また、それらを踏まえた意見交換を通じ

て、推進エリアの形成による新たな地域づくりの提案を行い、令和２年度の認定

に向けた推進エリア計画の策定を市町に寄り添い実施しました。

この結果、本年度は、６件の推進エリアを認定し、認定市町数は 13（累計 15）

となり、評価指標「ふじのくにフロンティア推進エリア認定市町数」で掲げる目

標値を大幅に上回りました。

推進エリアにおいて取り組む地域づくりのテーマは、観光、農業、健康増進、

地域交通、工業団地、エネルギー、スポーツ等多岐にわたり、多彩な取組が展開

されようとしています。推進エリアの形成により、地域課題の解決や地域の強み

の活用に資する多種多様な取組が複数の市町で行われ、県内各地に特徴的で多彩

なライフスタイルを実現する地域づくりの場が創出されることとなります。この

ことは、東京一極集中から分散型社会に移行しつつある状況下において、本県の

優位性をより強固なものとすることにつながります。

今後の展開として、目標値「令和４年度に累計 26 市町の推進エリア認定」の

達成に向け、計画策定補助金やアドバイザー派遣、地域協議会における研修、庁

内一体での助言・提案・事業調整により、推進エリア計画の策定を支援します。

また、認定した推進エリアでの具体の取組を加速させるための助成制度を新たに

創設します。このことにより、推進エリアの早期形成を図っていきます。

多彩なライフスタイル情報発信強化事業については、構築したホームページの

アクセス数向上に向けて、ツイッターやフェイスブックなどの SNS 広告や、東京

事務所と連携した企業誘致等に取り組みます。

なお、令和５年度の開始を予定している本取組の第３期基本計画で掲げる「重

層的な広域連携による地域の個性あふれる対流型都市圏の形成」と「共生・対流

の県外への拡大」に向け、中長期的な広域連携の在り方を調査・検討します。

評価指標
2017(H29)年度 2020(R2)年度 2022(R4）年度 達成

状況基準値 見込値 目標値 目標値

戦略

３・４

ふじのくにフロンティア
推進エリア認定市町数

―
累計

15 市町

累計

10 市町

累計

26 市町
Ａ
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【参考指標】

第２期計画において、設定している以下の各指標は、地域間の共生・対流の

創出を図るエリア形成の基礎となる参考指標とし、推移を把握しています。

※地域活動参加率は、当該年度のアンケート結果が前年度の成果を反映

※「基準値」とは、計画策定時の「現状値」のこと

※各年度の「目標値」とは、計画最終年度（2021・2022 年度）に目標を達成するものとし

て、基準値から目標値に向けて各年均等に推移した場合における各年の数値のこと

【参考指標の進捗状況区分】

【参考指標の達成状況区分】

区分 判断基準

◎ 「現状値」が各年度「目標値」の推移の＋30％超のもの
○ 「現状値」が各年度「目標値」の推移の±30％の範囲内のもの
● 「現状値」が各年度「目標値」の推移の－30％未満のもの

― 統計値等発表前、当該年度に調査なし等

区 分 判断基準

目標値以上 「現状値」が「目標値」以上のもの
Ａ 「現状値」が「期待値」の推移の＋30％超え ～「目標値」未満のもの
Ｂ 「現状値」が「期待値」の推移の±30％の範囲内のもの
Ｃ 「現状値」が「期待値」の推移の－30％未満 ～「基準値」超えのもの

基準値以下 「現状値」が「基準値」以下のもの

参考指標
2016(H28) 2019(R1) 2022(R4) 進捗

状況基準値※ 現状値 目標値※ 目標値※

戦

略

３

立地適正化計画作成

市町数 １市町 13 市町 ９市町

（2021）

14 市町
◎

高規格幹線道路への

アクセス道路の供用

率（延長）

62.3％

（22.0 ㎞）

64.6％

（22.8 ㎞）

67.8％

（23.9 ㎞）

84.7％

（29.9km）
●

地域公共交通網形成

計画作成区域数 ５区域 18 区域 13 区域

（2021）

17 区域
◎

戦

略

４

新エネルギー等導入量 105.1万 kℓ 2021年 1月

公表予定

137.5 万 kℓ

（2021）

159.1 万 kℓ -

県民の地域活動参加率
（2017※）

76.2％

（2020※）

83.5％ 毎年度 87％以上

毎年度

87％以上
Ｂ

移住相談窓口等を

利用した県外から

の移住者数
787 人

（2019）

1,283 人

（2019）

1,350 人

（2022）

1,500 人
Ｂ
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リ
ア

島
⽥
市
・
牧
之
原
市
・
吉
⽥
町

③

Ｒ
2

世
界
レ
ベ
ル
の
地
域
資
源
の
中
で
、
豊
か
に
働
き
・
暮
ら
し
・
遊
ぶ
『
伊
⾖
's
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
』
創
造
エ
リ
ア

下
⽥
市
・
東
伊
⾖
町
・
河
津
町

南
伊
⾖
町
・
松
崎
町
・
⻄
伊
⾖
町

④

先
端
科
学
技
術
を
活
⽤
し
た
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
エ
リ
ア

沼
津
市

⑤
湖
⻄
市
版
M
aa
S（

企
業
シ
ャ
ト
ル
Ba
aS
）
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
推
進
エ
リ
ア

湖
⻄
市

⑥

東
京
20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
⼤
会
を
契
機
と
し
た
、
交

流
・
関
係
・
定
住
⼈
⼝
創
出
推
進
エ
リ
ア

伊
⾖
市

⑦

笑
顔
が
あ
ふ
れ
誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
『
笑
街
健
幸
の
ま
ち
』
推
進
エ
リ
ア

清
⽔
町

⑧

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
新
産
業
創
出
推
進
エ
リ
ア

川
根
本
町

②
R

1

認
定

御
殿
場
“エ
コ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
”産
業
⽴
地
促
進
エ
リ
ア

御
殿
場
市

①
推
進
エ
リ
ア
名

市
町

名
連
携

単
独

３
ふ

じ
の
く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
エ
リ
ア
・
推
進
区
域
の
状
況

(
 
１

)
推
進
エ
リ
ア
の
一
覧
表
（
名
称
・
位
置
）
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１ 【御殿場市】御殿場“エコガーデンシティ”産業⽴地促進エリア

⽬指
す姿

持続可能なエネルギー利用と低炭素社会を実現しながら、地域経済の好循環を目指
す“エコガーデンシティ”構想実現のための先導的モデルエリア

取組
内容

○低炭素化技術の展開
・各拠点における再生可能エネルギー創出、活用技術の導入
・企業間を循環走行する燃料電池バスの導入

○エリア内のエネルギー循環の最適化
○エリア全体の景観保全（阻害抑制、緑化推進等）
○環境関連産業等の集積を図る工業団地開発
○拠点間のビジネスマッチング、人材育成
・エリアの経済の中心となる経済活性化施設整備

○拠点を結ぶ団地間連絡道路の整備
・ICT物流、自動運転実証によるエリア全体の移動・輸送の最適化

新拠点
区域

・ （仮称）夏刈南部工業団地／（仮称）板妻南第３期工業団地／

（仮称）板妻南第４期工業団地

・ 経済活性化施設

県⽀援
事業

・ 地域産業立地事業費助成

・ ふじのくにフロンティア推進資金

（ ２ ）推進エリアの個表

⾃動運転・ＩＣＴ物流

経済活性化施設
（新拠点区域）

ビジネスマッチング

スマートグリッド

駒⾨
スマートIC

新
た

な
道

路

スマートグリッド

環境保全・景観保全
地域経済の活性化

燃料電池バス

再⽣可能エネルギー・低炭素化技術の展開

新たな⼯業団地
（新拠点区域）

既存⼯業団地
（推進区域）

駒⾨地域周辺エコシティ推進区域

景観・環境協定

ビジネスマッチング

JR御殿場駅

⽔素ステーション

ドローン技術を活⽤した
⼯業団地造成

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

御殿場市

：ふじのくにフロンティア推進エリア
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２ 【川根本町】ICT・IoTによる新産業創出推進エリア

⽬指
す姿

ICTインフラやIoTを活用した新たな産業やにぎわいを創出し、町民が個性豊かに
「学び」「働き」「暮らす」ことができる魅力あるエリア

取組
内容

○エリアへの新たな人の流れ（新たな就労環境）の創出
・テレワーク推進拠点（山のすこやカフェ）の整備
・空き家を利用したサテライトオフィスの誘致
・BPO事業により育成されたワーカーの町内企業での新規雇用

○企業と教育機関の連携による地域を支える人材の育成
○農業の成長産業化（農業IoT・６次産業化）に係る技術提携

新拠点
区域 ・ テレワーク推進拠点（山のすこやカフェ）

既存
拠点

・ ICTを活用したサテライトオフィス・テレワーク推進区域

・ 各教育機関（川根高等学校・川根中学校・中川根中学校）／

川根本町農林業センター

県⽀援
事業

・ ＩＣＴ関連産業立地事業費補助金

（サテライトオフィスへの進出企業の内容による）

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

川根本町

川根⾼等学校

本川根中学校

BPO事業（Business Process Outsourcing）

農林業センター 茶園IoT管理 中川根中学校

IoT技術の展開
６次産業化の展開

ＩＴ企業

経営コンサルタント

ゆず加⼯品（６次化）販売

サテライトオフィスの誘致

就
業

体
験

・
IT学

習

異
⽂

化
交

流
体

験

ワーカー雇⽤

【新拠点区域】
テレワーク推進拠点

（⼭のすこやカフェ）

雇
⽤

創
出

就業体験

商品開発・販路拡⼤

サテライトオフィス

農業関係 教育機関

コワーキングスペース

ワーカー育成/業務提供

就労環境提供

移住定住促進⽀援

地域交流の場

地域交流の場

雇⽤創出

サテライトオフィス

茶園内のセンサー

にぎわい創出

地域活性化組織
－プロジェクトＫ－
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３ 【空港周辺】富⼠⼭静岡空港周辺観光・産業交流推進エリア
（島⽥市・牧之原市・吉⽥町）

⽬指
す姿

富士山静岡空港や高規格幹線道路、新たなモビリティ等の交通ネットワークの活用
と、拠点間の相互連携により、新たな人・モノの流れを生み出す観光・産業交流推
進エリア

取組
内容

○空港を中心とした新たな賑わい拠点の創出および既存資源との連携強化
・MaaS等の新たなモビリティを活用し、既存の観光・商業施設や、新たな賑わい
拠点などを結ぶ交通アクセスを改善

・地域資源の強みを生かした周遊ルートを創出し、更なる観光交流を生み出しな
がら、エリア全体の消費拡大、地域経済を活性化

○陸・海・空のネットワークを活用した新産業の集積と新たな住環境の提供
・次世代自動車研究開発等の新たな産業を誘致する拠点を整備し、エリア全体と
して雇用の受け皿を確保

・エリア内の推進区域等に、職住近接等を考慮した住宅団地を整備

新拠点
区域

・ 工場跡地利活用促進拠点、旧金谷中学校跡地活用推進拠点
・ 萩間地区工業用地開発推進拠点
・ （仮称）東名吉田ＩＣ周辺バスターミナル推進拠点、シーガーデン推進拠点

既存
拠点

・ 新東名島田金谷ＩＣ周辺都市的土地利用推進区域
・ 東名相良牧之原ＩＣ周辺土地利用推進区域
・ 物資供給拠点確保事業推進区域、企業活動維持支援事業推進区域
・ 富士山静岡空港、茶の都ミュージアム、吉田公園 等

県⽀援
事業

・ 地域づくり構想等策定支援アドバイザー派遣
・ 地域産業立地事業費助成
・ ふじのくにフロンティア推進資金

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

島⽥市・牧之原市・
吉⽥町 賑わい創出 産業集積・住環境整備

賑わい拠点
【新拠点区域】

住宅整備
（推進区域）

安全・安⼼

静岡空港

周遊ルート創出

安全・安⼼ 新産業集積・住環境整備

賑わい創出・交通アクセス改善

滞在者の利便性向上 地域交通の補完

観光関連事業・拠点
御前崎港

バスターミナル
【新拠点区域】

交通アクセス改善

産業拠点
【新拠点区域】

産業拠点
（既存拠点）

賑わい

職住近接

⾼規格幹線道路・IC・SIC

新たな⽞関⼝

賑わい拠点
（推進区域・既存拠点）

MaaS等新たな移動⼿段 快適な移動

茶の都ミュージアム、
吉⽥公園等

次世代⾃動⾞産業、
スマート農業等

賑わい創出 産業集積・住環境整備

賑わい拠点
【新拠点区域】

住宅整備
（推進区域）

安全・安⼼

静岡空港

周遊ルート創出

安全・安⼼ 新産業集積・住環境整備

賑わい創出・交通アクセス改善

滞在者の利便性向上 地域交通の補完

観光関連事業・拠点
御前崎港

バスターミナル
【新拠点区域】

交通アクセス改善

産業拠点
【新拠点区域】

産業拠点
（既存拠点）

賑わい

職住近接

⾼規格幹線道路・IC・SIC

新たな⽞関⼝

賑わい拠点
（推進区域・既存拠点）

MaaS等新たな移動⼿段 快適な移動

茶の都ミュージアム、
吉⽥公園等

次世代⾃動⾞産業、
スマート農業等
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４ 【賀茂地域】世界レベルの地域資源の中で、豊かに働き・暮らし・遊ぶ
『伊⾖ʻsライフスタイル』創造エリア
（下⽥市・東伊⾖町・河津町・南伊⾖町・松崎町・⻄伊⾖町）

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

下⽥市・東伊⾖町・河津町
南伊⾖町・松崎町・⻄伊⾖町

－
新拠点
区域

－
既存
拠点

○関係人口の創出による地域経済の活性化
・ワーケーション、テレワーク、サテライトオフィスの誘致や拠点整備等を推進

○新たなワーケーションスタイルの提案
・来訪者と地元企業・人材等との交流機会を創出するとともに、コーディネート
機能を充実させ、地域課題解決型ワーケーションを推進

・施設の相互利用、連携した情報発信、活動団体のネットワーク化等を実施
○地域教育の場の創出
・学校教育における交流授業の実施等、外部人材と地域の若者の交流の場の創出

○観光型MaaSとの連携による地域活性化
・観光型MaaSの実装に向けた実証実験を推進

○ドローン技術を活用した地域課題の解決
・観光振興や災害、物資運搬等地域課題の解決モデルを実践

取組
内容

⽬指
す姿

自然、歴史、文化等、世界に誇れる魅力ある地域資源を最大限に活用し、地域特性
に応じた賀茂地域ならではの働き方、暮らし方、遊び方を掛け合わせた、新しく、
豊かで、多彩なライフスタイルを実現する先進モデルエリア

県⽀援
事業 －

交通利便性向上地域経済の活性化

・専⾨⼈材、産業集積

安全・安⼼

地域課題解決

・物資運搬等

ワーケーション展開

滞在者の利便性向上

地域交通の補完

観光関連施設

教育機関等

・災害時被災状況確認
空き家
低未利⽤宿泊施設

ドローン技術実証フィールド

地元企業

・新規ビジネス

ドローン活⽤

・ビジネスマッチング

・来訪者増加

・ワーケーション推進

地域教育

・稼働率向上

既存ストック活⽤

・コラボレーション

・視野の拡⼤
・地域愛着醸成

地域教育の場

（交流拠点）

ワーケーション拠点

ワーケーション拠点

MaaS等新たな移動⼿段

交通利便性向上地域経済の活性化

・専⾨⼈材、産業集積

安全・安⼼

地域課題解決

・物資運搬等

ワーケーション展開

滞在者の利便性向上

地域交通の補完

観光関連施設

教育機関等

・災害時被災状況確認
空き家
低未利⽤宿泊施設

ドローン技術実証フィールド

地元企業

・新規ビジネス

ドローン活⽤

・ビジネスマッチング

・来訪者増加

・ワーケーション推進

地域教育

・稼働率向上

既存ストック活⽤

・コラボレーション

・視野の拡⼤
・地域愛着醸成

地域教育の場

（交流拠点）

ワーケーション拠点

ワーケーション拠点

MaaS等新たな移動⼿段

35



５ 【沼津市】先端科学技術を活⽤した農業イノベーション創出エリア

⽬指
す姿

先端科学技術を活用した農業の生産性改革と農業を軸とした関連産業のビジネス展
開により、「農業の力」で地域の活性化を実現する農業イノベーションエリア

取組
内容

○荒廃農地のリノベーション
・荒廃農地を活用した農業団地の整備を進め、ICTやビッグデータを活用したス
マート農業の導入により、生産から加工、販売までを一貫して行う農業サプラ
イチェーンモデルを構築し、農産物の生産性向上や安定供給を実現

○先端技術の研究拠点と生産現場との連携
・AOI-PARCとの連携を図り、AOIプロジェクトで開発された革新的な栽培技術等
を生産現場に導入し、技術的・経営的効果を実証するモデル事業として展開

○地産地消の推進や賑わいの創出
・周辺の農業従事者との連携により、地場産品の集出荷機能を有する施設を整備
し、地域内での消費拡大を図り地産地消を推進

・物販、マルシェ、カフェ機能等の導入により、市内外から人々が集まる賑わい
の場として活用

新拠点
区域 ・ 原・浮島地区農業団地整備推進拠点

既存
拠点

・ AOI-PARC

・ 東名高速道路愛鷹スマートIC、新東名高速道路駿河湾沼津スマートIC

県⽀援
事業

・ 地域産業立地事業費助成

・ ふじのくにフロンティア推進資金

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

沼津市

荒廃農地解消

地域経済の活性化

新たな道路

最先端農業科学研究

【新拠点区域】
次世代農業団地

ＡＯＩ－ＰＡＲＣ
（既存拠点）

事業化を⽬指す企業とのマッチング

⽣産・加⼯・販売までを
⼀環して⾏う、複合型次
世代農業団地

周辺農家
（地域農業）

安全・安⼼

実証フィールド提供

先端技術提供

⾼付加価値農業ビジネス

賑わい創出
防災・減災機能

次世代植物⼯場

道の駅機能
物販・マルシェ機能再⽣可能エネルギー

荒廃農地解消

低炭素化技術

研究拠点

実証フィールド

東名⾼速道路愛鷹SIC

新東名⾼速道路駿河湾沼津SIC

販路拡⼤
ブランド確⽴

賑わい創出

地元農産物集出荷・地産地消
物流連携による広域販路拡⼤

セミナー等による先端技術普及
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６ 【湖⻄市】湖⻄市版MaaS（企業シャトルBaaS）による
デジタルシティ推進エリア

⽬指
す姿

湖西市版MaaSである企業シャトルBaaSや、各種手続きのデジタル化の推進による、
誰もが住みやすく、かつ、市内で経済が循環する先進モデルエリア

取組
内容

○企業シャトルバスを活用した地域公共交通の充実
・複数企業のシャトルバスを共同運行し、かつ、一般乗車も可能とする「企業
シャトルBaaS」の運行により、公共交通の利便性・持続可能性を向上

○MaaSアプリを活用した地域内への消費の誘導、安全で利便性の高い行政サービス
の提供
・地域の飲食・小売事業者のクーポンをアプリ上で発行し、地域内消費を誘導
・企業シャトルバスを活用した宅配支援により、市内商店での消費促進、企業従
業員の買い物支援

・行政手続きのデジタル化やアプリとの連携の推進により、非対面・非接触で、
利便性の高い行政サービスを実現

○職住近接の推進による地域内消費活性化
・MaaSアプリの活用や企業との連携による情報提供、住宅ストックの活用などに
より、移住・定住を促進

新拠点
区域 －

既存
拠点

・ 浜名湖西岸地区産業集積推進区域
・ 新居地区「安全で安心な暮らし空間創生」推進区域
・ JR鷲津・新所原駅及び駅周辺商店

県⽀援
事業 ・ 地域づくり構想等策定支援アドバイザー派遣

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

湖⻄市

住みやすいまちづくり
地域経済の活性化

安全・安⼼

商店

被災リスク低減

住⺠

MaaSアプリの活⽤

・公共交通の予約・決済
・⾏政⼿続きデジタル化
・商店のクーポン発⾏
・災害情報配信

公共交通の便益性・持続可能性向上

消費促進

企業シャトルBaaS
企業シャトルバス＋MaaS

域内消費活性化

空き家等

住宅ストック活⽤

利便性の⾼い
⾏政サービス

デマンド
タクシー

コミュニティ
バス鉄道駅

既存⼯業団地
（推進区域等）

学校 病院

雇⽤の受⽫

Phase1 令和2〜4年度

・企業シャトルバスに市⺠が
乗⾞可能な仕組みづくり
・⾃動運転社会を⾒据えた
地域の体制、市⺠の受容性
の醸成

Phase２ 令和5〜7年度 Phase３ 令和7年度以降

・次世代モビリティサービスの
展開（⾃動運転⾞両×
商業・医療等）

・企業シャトルと公共交通の
共同運⾏
・商業施設、⾏政サービス等との
連携

連携

連携

補完

補完
住みやすいまちづくり

地域経済の活性化
安全・安⼼

住みやすいまちづくり
地域経済の活性化

安全・安⼼

商店

被災リスク低減

住⺠

MaaSアプリの活⽤

・公共交通の予約・決済
・⾏政⼿続きデジタル化
・商店のクーポン発⾏
・災害情報配信

公共交通の便益性・持続可能性向上

消費促進

企業シャトルBaaS
企業シャトルバス＋MaaS

域内消費活性化

空き家等

住宅ストック活⽤

利便性の⾼い
⾏政サービス

デマンド
タクシー

コミュニティ
バス鉄道駅鉄道駅

既存⼯業団地
（推進区域等）

学校 病院

雇⽤の受⽫

Phase1 令和2〜4年度

・企業シャトルバスに市⺠が
乗⾞可能な仕組みづくり
・⾃動運転社会を⾒据えた
地域の体制、市⺠の受容性
の醸成

Phase２ 令和5〜7年度 Phase３ 令和7年度以降

・次世代モビリティサービスの
展開（⾃動運転⾞両×
商業・医療等）

・企業シャトルと公共交通の
共同運⾏
・商業施設、⾏政サービス等との
連携

連携連携

連携連携

補完補完

補完補完
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７ 【伊⾖市】東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会を
契機とした、交流・関係・定住⼈⼝創出推進エリア

⽬指
す姿

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として、来訪者の皆様に新
たな伊豆市との関わり方を提案し、新たな賑わいを生み出す交流・関係・定住人口
創出エリア

取組
内容

○東京2020オリンピック・パラリンピックをターニングポイントとした交流・関
係・定住人口の創出
・サイクリング等の新たな地域資源の活用や地域住民との交流など、滞在・体
験・交流の要素を取り入れた観光コンテンツを創出し、拠点間相互の新たな人
の流れや継続的な伊豆市との関わりを創出

・レガシー施設を活用した新たな自転車・サイクリングファンの創出や、サイク
リングルート上の店舗と連携した自転車での快適な旅を確保するための環境整
備により、「サイクリングの聖地“伊豆市”」を確立

・関係人口予備軍や移住希望者と地域のマッチング、連携のコーディネートなど、
伊豆市との新たな繋がりを創出する体制を構築

・自然や農村環境等の地域の魅力を活用した、滞在者と地域住民の交流を促進す
る拠点の整備

新拠点
区域 伊豆縦貫自動車道中間IC（仮称）周辺にぎわい創出拠点

既存
拠点

・ 「天城北道路」と「道の駅」を活かした地域振興拠点づくり推進区域
・ 天城北道路大平IC周辺“森と農”活力創造推進区域
・ 修善寺・湯ヶ島温泉地区、修善寺駅、道の駅「天城越え」
・ 伊豆市サテライトオフィス「狩野ベース」、旧土肥小学校

県⽀援
事業

・ 豊かな暮らし空間創生事業

・ ふじのくにフロンティア推進資金

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

伊⾖市

関係・定住⼈⼝創出
オリンピックレガシー創出

安全・安⼼

サテライトオフィス⼊居企業

鉄道駅
（既存拠点） 温泉

（既存拠点）

既存ストック活⽤

道の駅
（推進区域・既存拠点）

デジタルサイネージを活⽤した情報発信
SNSを活⽤した情報発信
キャッシュレス促進

交流⼈⼝の増加

新たな観光コンテンツ創出
レガシー施設活⽤

コーディネーター

地域交流の創出、地域へのノウハウ提供

関係⼈⼝予備軍・移住希望者と
地域のマッチング

【新拠点区域】
賑わい創出拠点

観光関連団体

ファンの創出 有事の迅速な情報発信

地域内連携のハブ機能

空き家、空きオフィス、廃校

利便性向上

地域交流創出

サイクルツーリズム
環境整備

地域商店

関係⼈⼝・
定住⼈⼝の
創出

（バイシクル
ピット等）

回遊性向上

関係・定住⼈⼝創出
オリンピックレガシー創出

安全・安⼼

サテライトオフィス⼊居企業

鉄道駅
（既存拠点） 温泉

（既存拠点）

既存ストック活⽤

道の駅
（推進区域・既存拠点）

デジタルサイネージを活⽤した情報発信
SNSを活⽤した情報発信
キャッシュレス促進

交流⼈⼝の増加

新たな観光コンテンツ創出
レガシー施設活⽤

コーディネーター

地域交流の創出、地域へのノウハウ提供

関係⼈⼝予備軍・移住希望者と
地域のマッチング

【新拠点区域】
賑わい創出拠点

観光関連団体

ファンの創出 有事の迅速な情報発信

地域内連携のハブ機能

空き家、空きオフィス、廃校

利便性向上

地域交流創出

サイクルツーリズム
環境整備

地域商店

関係⼈⼝・
定住⼈⼝の
創出

（バイシクル
ピット等）

回遊性向上
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８ 【清⽔町】笑顔があふれ誰もが健康に暮らせる『笑街健幸のまち』
推進エリア

⽬指
す姿

日々の暮らしを通じてあらゆる世代・ライフステージに応じた心身の健康づくりを
実現する、「清水町型スマートライフ」推進エリア

取組
内容

○「健幸スポーツの駅」設置・「健幸拠点」の創設
・町民の健康状態やニーズに応じた運動プログラムを紹介・提案する「健幸コン
シェルジュ」の育成・配置により、公共施設及び民間スポーツ施設を「健幸ス
ポーツの駅」として活用

・図書館と保健センターの複合施設「まほろば館」については、両機能の連携等
により、町の中心的な「健幸拠点」として位置づけ

○住民主体の健康づくり体制の構築・地区公民館の有効活用
・住民主体の健康づくりを推進するため、地域の主体的な取組の担い手となる
「健幸アンバサダー」を育成

・住民生活に身近な各地区の公民館に、「健幸アンバサダー」を派遣し、健幸ス
ポーツの駅の紹介や施設の利用等、健康に関する情報を提供

○まち歩きアプリの導入
・地域通貨「ゆうすいポイント」と健幸づくり事業との連携により、健康行動を
地域経済へ還元

新拠点
区域 ・ 健幸スポーツの駅・健幸拠点

既存
拠点 ・ 地区公民館、民間スポーツ施設等

県⽀援
事業 －

拠点間相互の連携・補完の概念図エリアの位置図

：ふじのくにフロンティア推進エリア

清⽔町

健康増進
地域経済の活性化

【新拠点区域 】
健幸スポーツの駅

安全・安⼼

住⺠意識・⾏動の底上げ

地域防災⼒向上

住⺠主体の健康づくり

地域の商店等

【新拠点区域 】
健幸拠点

地域経済活性化

まち歩きアプリ活⽤
・健康⾏動をデータ化し、

分析、活⽤
・健康⾏動を地域通貨に還元

親⼦家庭菜園を開設
・「育てる」、「⾷する」

の総合的体験

地域通貨

わくわく
（町プール）⺠間スポーツ施設

町体育館

健康⾏動の誘発

各地区公⺠館
【既存拠点】

○健幸コンシェルジュ
の育成・配置

○健幸アンバサダーを派遣

○各種総合的な健康体験・情報発信

まほろば館
（図書館・保健センター複合施設）

公⺠館

健康増進
地域経済の活性化

【新拠点区域 】
健幸スポーツの駅

安全・安⼼

住⺠意識・⾏動の底上げ

地域防災⼒向上

住⺠主体の健康づくり

地域の商店等

【新拠点区域 】
健幸拠点

地域経済活性化

まち歩きアプリ活⽤
・健康⾏動をデータ化し、

分析、活⽤
・健康⾏動を地域通貨に還元

親⼦家庭菜園を開設
・「育てる」、「⾷する」

の総合的体験

地域通貨

わくわく
（町プール）⺠間スポーツ施設

町体育館

健康⾏動の誘発

各地区公⺠館
【既存拠点】

○健幸コンシェルジュ
の育成・配置

○健幸アンバサダーを派遣

○各種総合的な健康体験・情報発信

まほろば館
（図書館・保健センター複合施設）

公⺠館
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２

（
３
）
推
進
区
域
の
一
覧
表
（
名
称
・
位
置
）
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市
町

推
進
区
域
名
称

静
岡
市

駿
河

区
丸

子
・
宇

津
ノ
谷

地
区

に
お
け
る
新

た
な
物

流
拠

点
整
備
区
域

葵
区
薬
師
地
区
に
お
け
る
新
た
な
物
流
拠
点
整
備
区
域

大
谷

・
小

鹿
地

区
に
お
け
る
新

た
な
産

業
・
交

流
機

能
等

創
出
推
進
区
域

清
水
港
新
興
津
地
区
物

流
拠
点
整
備
推
進
区
域

浜
松
市

「
未

来
創

造
『
新

・
も
の

づ
く
り
』
特

区
」
新

・
産

業
集

積
推

進
区
域

沼
津
市

周
辺

環
境

と
調

和
し
た
緑

豊
か

で
安

全
・
安

心
な
産

業
集

積
推
進
区
域

三
島
市

三
ツ
谷

地
区

新
た
な
産

業
拠

点
整

備
区

域

三
島

玉
沢

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
医

療
・
健

康
関

連
産

業
等
集
積
区
域

富
士
宮
市

北
山

・
上

井
出

・
白

糸
地

区
職

住
近

接
集

落
地

域
活

性
化

区
域

島
田
市

新
東

名
島

田
金

谷
IC

周
辺

都
市

的
土

地
利

用
推

進
区

域

富
士

市
新

東
名

新
富

士
IC

周
辺

物
流

拠
点

創
出

事
業

区
域

磐
田
市

磐
田
市
下
野

部
地
区
産

業
集
積
区
域

焼
津
市

大
井
川
焼
津
藤
枝

S
IC

を
活
か
し
た
産
業
拠
点
推
進
区
域

掛
川
市

「
上
西
郷
地
区
」
産
業
集

積
推
進
区
域

「
大
坂
・
土
方
地
区
」
産

業
集
積
推
進
区
域

「
新
エ
コ
第
３
期
地
区
」
産
業
集
積
推
進
区
域

「
南
西
郷
地
区
」
産
業
集

積
推
進
区
域

藤
枝
市

新
東

名
藤

枝
岡

部
IC

周
辺

推
進

区
域

市
町

推
進
区
域
名
称

御
殿
場
市

板
妻
南
工
業
団
地
開
発
推
進
区
域

袋
井
市

袋
井

市
静

岡
モ
デ

ル
防

潮
堤

整
備

と
連

動
し
た
次

世
代

産
業
拠
点
創
出
推
進
区
域

東
名

袋
井

IC
周

辺
産

業
集

積
拠

点
創

出
推

進
区

域

裾
野
市

東
名

裾
野

IC
周

辺
地

域
に
お
け
る
防

災
・
減

災
と
職

住
近

接
に
配

慮
し
た
地

域
づ
く
り
推

進
区

域

湖
西
市

浜
名
湖
西
岸
地
区
産
業
集
積
推
進
区
域

伊
豆
の
国
市

江
間
工
業
用
地
開
発
推
進
区
域

牧
之
原
市

東
名

相
良

牧
之

原
IC

周
辺

土
地

利
用

推
進

区
域

南
伊
豆
町

南
伊
豆
町
差
田
地
区
産
業
拠
点
推
進
区
域

市
町

推
進
区
域
名
称

清
水
町

久
米
田
地
区
成
長
産
業
集
積
推
進
区
域

長
泉

町
長

泉
沼

津
IC

周
辺

物
流

関
連

産
業

等
集

積
区

域

小
山
町

（
仮

称
）
小
山
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
地
域
産
業
集
積
事
業
推
進
区
域

再
生

可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活

用
し
た
産

業
拠

点
整

備
事

業
推
進
区
域

富
士

山
の

眺
望

を
活

か
し
た
駿

河
小

山
駅

周
辺

活
性

化
事

業
推
進
区
域

吉
田
町

物
資
供
給
拠
点
確
保
事
業
推
進
区
域

企
業
活
動
維
持
支
援
事
業
推
進
区
域

森
町

森
掛
川

IC
周
辺
次
世
代
産
業
集
積
区
域

内
陸
部
へ
の
移
転
企
業
の
受
け
皿
確
保
区
域

３ 1
5１ ２ ６ ７ 1
0 11 17 1
8

2
1

2
6

3
0

3
1

3
3 3
4

2
7

5
0

5
13
5

5
5

6
0 6
1

6
2

62 6
7

ふ
じ
の

く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
区

域
の

一
覧

【
工

業
用

地
等

造
成

】
（
令
和
３
年
２
月
時
点
）

3
8 39

５
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4

41

7
0

7
1 7
4

7
5

6
3

62

全
2
3
市

町
3
5
区
域

41



市
町

推
進
区
域
名
称

三
島
市

ゆ
と
り
あ
る
田
園
居
住
区
整
備
促
進
区
域

北
沢

地
区

豊
か

な
暮

ら
し
空

間
創

生
住

宅
整

備
区

域

三
島
塚
原

IC
周
辺
ゆ
と
り
あ
る
田
園
居
住
区
整
備
促
進

区
域

富
士
宮
市

北
山
・
上
井
出
・
白
糸
地
区
職
住
近
接
集
落
地
域
活
性

化
区
域

島
田
市

新
東

名
島

田
金

谷
IC

周
辺

都
市

的
土

地
利

用
推

進
区

域

市
町

推
進
区
域
名
称

富
士
市

江
川
地
区
豊
か
な
暮
ら
し
空
間
創
生
住
宅
整
備
推
進
区
域

御
殿
場
市

「
印
野
地
区
」
豊
か
な
暮
ら
し
空
間
創
生
住
宅
整
備
促
進
区
域

裾
野
市

裾
野

市
北

部
地

域
職

住
近

接
の

防
災

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
創

出
推

進
区
域

牧
之
原
市

東
名
相
良
牧
之
原

IC
周
辺
土
地
利
用
推
進
区
域

静
波

地
区

「
安

全
で
豊

か
な
暮

ら
し
空

間
創

生
」
推

進
区

域
【
解
除
】

市
町

推
進
区
域
名
称

小
山
町

生
活

と
自

然
が

調
和

し
た
「
富

士
小

山
わ

さ
び
平

地
区

」
推

進
区
域

南
藤
曲

地
区
「
家
・
庭
一
体
の
住
ま
い
づ
く
り
」
推
進
区
域

リ
バ

ー
ガ
ー
デ
ン
タ
ウ
ン
お
や

ま
宅

地
造

成
事

業
推

進
区

域

ふ
じ
の

く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
区

域
の

一
覧

【
住

宅
地

造
成

】
（
令
和
３
年
２
月
時
点
）

1
4

1
2

13 15 1
7

2
0

3
7

4
2

5
1 5
2

6
5

66 69

全
８
市
町
 1
2
区
域
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市
町

推
進
区
域
名
称

静
岡
市

地
域
資
源
活
用
に
よ
る
都
市
山
村
交
流
推
進
区
域

熱
海
市

「
首

都
圏

に
一

番
近

い
離

島
・
初

島
」
の

活
力

創
造

推
進

区
域

三
島
市

農
業
・
観
光
関
連
施
設
集
積
区
域

伊
東
市

伊
豆

・
い
と
う
地

魚
王

国
推

進
区

域

島
田
市

新
東

名
島

田
金

谷
IC

周
辺

都
市

的
土

地
利

用
推

進
区

域

富
士
市

田
子

の
浦

港
周

辺
防

災
対

策
・
に
ぎ
わ

い
創

出
推

進
事

業
区
域

磐
田
市

福
田
漁
港
周
辺
“
食
の
拠
点
”
区
域

市
町

推
進
区
域
名
称

掛
川
市

「
倉
真
第
２
P
A
地
区
」
整
備
推
進
区
域

藤
枝
市

新
東
名
藤
枝
岡
部

IC
周
辺
推
進
区
域

下
田
市

「
春

日
山

及
び
下

田
公

園
地

域
」
交

流
拡

大
・
防

災
対

策
推

進
区

域

伊
豆
市

「
天

城
北

道
路

」
と
「
道

の
駅

」
を
生

か
し
た
地

域
振

興
拠

点
づ
く
り

推
進
区
域

御
前
崎
市

御
前
崎
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
区
域

伊
豆
の
国

市
「
世

界
遺

産
明

治
日

本
の

産
業

革
命

遺
産

韮
山

反
射

炉
」
及

び
「江

川
邸
」を

核
と
し
た
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
区
域

東
伊
豆
町

稲
取
高
原
特
色
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り
推
進
区
域

市
町

推
進
区
域
名
称

松
崎
町

道
の

駅
「
花

の
三

聖
苑

」
等

を
活

用
し
た
起

業
の

学
び
の

拠
点
創
出

推
進
区
域

函
南
町

「
道

の
駅

・
川

の
駅

」
を
活
用
し
た
地
場

産
品
活

用
６
次
産

業
化
推
進

区
域

小
山
町

（
仮

称
）
小

山
ﾊ
ﾟｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞｴ
ﾘ
ｱ
・
ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄｲ

ﾝ
ﾀ
ｰ
を
活

用
し
た
地

域
産
業

集
積
事
業
推
進
区
域

東
名

高
速

道
路

足
柄

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｴ
ﾘ
ｱ
周

辺
を
広

域
都

市
交

流
拠
点
と
し
た
土
地
利
用
事
業
推
進
区
域

富
士

山
の

眺
望

を
活

か
し
た
駿

河
小

山
駅

周
辺

活
性

化
事

業
推
進

区
域

富
士

山
に
抱

か
れ

た
須

走
周

辺
地

区
観

光
活

性
化

事
業

推
進
区

域

森
町

遠
州
森

町
P
A
周
辺
有
効
活
用
推
進
区
域

４ 1
6８ 1
7

1
9

22

ふ
じ
の

く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
区

域
の

一
覧

【
観

光
交

流
・
賑

わ
い
創

出
】

（
令
和
３
年
２
月
時
点
）

９

5
6 5
9 6
2

6
4

6
7

6
8 7
3

4
7 49 532
9

3
4 40 46

43



市
町

推
進
区
域
名
称

三
島
市

農
業
・
観
光
関
連
施
設
集
積
区
域

島
田
市

新
東

名
島

田
金

谷
IC

周
辺

都
市

的
土

地
利

用
推

進
区

域

磐
田
市

「
い
わ
た
農
業
経
営
塾
」
推
進
区
域

「
磐

田
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
バ

レ
ー
」
推

進
区

域

市
町

推
進
区
域
名
称

焼
津
市

「
田

尻
北

地
区

」
耕

作
放

棄
地

の
再

生
に
よ
る
高

付
加

価
値

農
業
創
出
推
進
区
域

掛
川
市

「
寺
島
・
幡
鎌
地
区
」
農
地
整
備
推
進
区
域

藤
枝
市

新
東
名
藤
枝
岡
部

IC
周
辺
推
進
区
域

伊
豆
市

天
城
北
道
路
大
平

IC
周
辺
“
森
と
農
”
活
力
創
造
推
進
区
域

「
天

城
北

道
路

」
と
「
道

の
駅

」
を
生

か
し
た
地

域
振

興
拠

点
づ
く

り
推

進
区

域

市
町

推
進
区
域
名
称

菊
川
市

菊
川
市

次
世
代
農
業
推
進
区
域

函
南
町

「
道

の
駅

・
川

の
駅

」
を
活
用
し
た
地
場

産
品
活

用
６
次
産

業
化
推
進

区
域

森
町

遠
州
森

町
P
A
周
辺
有
効
活
用
推
進
区
域

24

ふ
じ
の

く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
区

域
の

一
覧

【
農

業
振

興
】

（
令
和
３
年
２
月
時
点
）

2
3

4
8 5
9 7
3

25 4
5

９ 1
7

2
8 34 4
6
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

1
静
岡
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

駿
河

区
丸

子
・

宇
津

ノ
谷

地
区

に
お

け
る

新
た

な
物

流
拠

点
整

備
区

域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
物

流
団

地
の

整
備

完
了

平
成

2
8
年

２
月

に
造

成
工

事
完

了

2
静
岡
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

葵
区

薬
師

地
区

に
お

け
る

新
た

な
物

流
拠

点
整

備
区

域
有

事
に

備
え

た
災

害
に

強
い

物
流

団
地

の
整

備
完

了
北

側
:
平

成
2
9
年

６
月

に
造

成
工

事
完

了
南

側
:
令

和
元

年
８

月
に

造
成

工
事

完
了

3
静
岡
市

沿
岸

・
都

市
部

工
業

○
大

谷
・

小
鹿

地
区

に
お

け
る

新
た

な
産

業
・

交
流

機
能

等
創

出
推

進
区

域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
工

業
・

物
流

団
地

等
の

整
備

一
部

完
了

令
和

２
年

度
末

ま
で

に
工

業
・

物
流

団
地

一
部

造
成

完
了

○

・
企

業
誘

致
に

係
る

地
元

　
調

整
に

影
響

・
造

成
工

事
へ

の
影

響
は

　
な

し

・
事

業
者

が
地

元
調

整
を

　
再

開
・

企
業

誘
致

を
支

援
事

業
者

の
支

援
の

継
続

4
静
岡
市

内
陸

・
高

台
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

○
地

域
資

源
活

用
に

よ
る

都
市

山
村

交
流

推
進

区
域

地
域

活
性

化
に

資
す

る
ウ

イ
ス

キ
ー

工
場

を
核

と
し

た
観

光
交

流
施

設
等

の
整

備
完

了
平

成
2
8
年

1
0
月

に
ウ

ィ
ス

キ
ー

工
場

操
業

平
成

3
0
年

1
2
月

に
工

場
見

学
ツ

ア
ー

開
始

○
ウ

ィ
ス

キ
ー

出
荷

時
期

に
影

響
、

交
流

人
口

減
少

動
向

注
視

施
設

の
拡

張
に

あ
わ

せ
た

支
援

5
静
岡
市

沿
岸

・
都

市
部

工
業

清
水

港
新

興
津

地
区

物
流

拠
点

整
備

推
進

区
域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
物

流
団

地
の

整
備

完
了

平
成

2
9
年

度
中

に
物

流
団

地
造

成
工

事
完

了

6
浜
松
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

「
未

来
創

造
『

新
・

も
の

づ
く

り
』

特
区

」
新

・
産

業
集

積
推

進
区

域

災
害

に
強

い
工

業
団

地
の

整
備

完
了

令
和

２
年

３
月

に
造

成
工

事
完

了
○

立
地

企
業

売
り

上
げ

減
少

に
伴

う
操

業
時

期
と

防
災

協
定

時
期

の
遅

延
防

災
協

定
の

内
諾

・
立

地
企

業
の

補
助

金
の

　
申

請
期

限
延

長
の

要
請

7
沼
津
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

周
辺

環
境

と
調

和
し

た
緑

豊
か

で
安

全
・

安
心

な
産

業
集

積
推

進
区

域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
工

業
団

地
の

整
備

工
事

着
手

令
和

２
年

３
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
に

着
手

○
（
１
未
満

）

経
営

状
況

悪
化

に
よ

る
企

業
進

出
の

見
直

し
新

た
な

企
業

へ
の

P
R

進
出

企
業

の
要

望
に

応
じ

た
区

画
割

変
更

等
、

柔
軟

な
対

応

8
熱
海
市

沿
岸

・
都

市
部

観
光

「
首

都
圏

に
一

番
近

い
離

島
・

初
島

」
の

活
力

創
造

推
進

区
域

初
島

漁
港

交
流

広
場

整
備

と
防

災
拠

点
と

な
る

消
防

団
施

設
の

整
備

完
了

平
成

3
0
年

３
月

に
消

防
団

詰
所

工
事

完
了

令
和

２
年

３
月

に
交

流
広

場
・

休
憩

施
設

整
備

完
了

○
観

光
客

の
減

少
動

向
を

注
視

国
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
に

よ
る

観
光

客
の

動
向

を
注

視

9
三
島
市

内
陸

・
高

台
部

農
業

・
観

光

農
業

・
観

光
関

連
施

設
集

積
区

域

有
事

に
非

常
食

備
蓄

の
拠

点
や

周
辺

住
民

の
避

難
所

と
な

る
農

業
・

観
光

関
連

施
設

の
建

設

完
了

平
成

2
7
年

1
2
月

に
農

業
観

光
関

連
施

設
と

大
吊

橋
整

備
及

び
農

道
整

備
が

完
了

○
観

光
客

の
減

少
修

学
旅

行
の

受
入

観
光

客
数

が
盛

り
返

し
て

き
て

お
り

、
直

近
の

対
応

は
な

し

1
0
三
島
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

○
三

ツ
谷

地
区

新
た

な
産

業
拠

点
整

備
区

域
有

事
に

備
え

た
災

害
に

強
い

工
業

団
地

の
整

備
完

了
令

和
元

年
1
2
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了

1
1
三
島
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

○
三

島
玉

沢
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
医

療
・

健
康

関
連

産
業

等
集

積
区

域

有
事

に
お

け
る

地
域

防
災

力
の

向
上

に
寄

与
す

る
医

療
・

健
康

関
連

企
業

や
研

究
所

の
団

地
整

備

設
計

着
手

平
成

2
7
年

１
月

に
事

業
用

地
調

査
業

務
完

了 令
和

元
年

９
月

に
進

入
路

測
量

設
計

業
務

完
了

令
和

２
年

７
月

に
進

入
路

工
事

着
手

○
（

６
）

○
○

・
企

業
誘

致
・

(
他

)
進

入
路

整
備

遅
れ

・
企

業
動

向
注

視
・

(
他

)
進

入
路

残
土

調
整

投
資

意
欲

改
善

後
に

土
地

売
却

手
続

き

1
2
三
島
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

○
ゆ

と
り

あ
る

田
園

居
住

区
整

備
促

進
区

域

防
災

機
能

を
備

え
た

低
密

度
で

ゆ
と

り
の

あ
る

住
宅

団
地

の
整

備
完

了
平

成
2
9
年

1
1
月

に
大

場
地

区
、

平
成

3
0
年

２
月

に
市

山
新

田
地

区
の

宅
地

造
成

工
事

完
了

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

（
４

)
推

進
区

域
の

一
覧

表
（

進
捗

評
価

と
評

価
理

由
）

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域

1
3
三
島
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

北
沢

地
区

豊
か

な
暮

ら
し

空
間

創
生

住
宅

整
備

区
域

防
災

機
能

を
備

え
た

ゆ
と

り
あ

る
豊

か
な

居
住

空
間

の
整

備
完

了
平

成
2
9
年

１
月

に
宅

地
造

成
工

事
完

了

1
4
三
島
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

三
島

塚
原

Ｉ
Ｃ

周
辺

ゆ
と

り
あ

る
田

園
居

住
区

整
備

促
進

区
域

防
災

機
能

を
備

え
た

ゆ
と

り
あ

る
豊

か
な

居
住

空
間

の
整

備
完

了
令

和
２

年
３

月
に

宅
地

造
成

工
事

完
了

1
5

富
士

宮
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

・
工

業

北
山

・
上

井
出

・
白

糸
地

区
職

住
近

接
集

落
地

域
活

性
化

区
域

有
事

に
強

い
工

業
用

地
と

住
宅

用
地

の
整

備
に

よ
る

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
完

了
平

成
2
9
年

５
月

に
工

場
拡

張
工

事
完

了
平

成
3
0
年

５
月

に
宅

地
造

成
工

事
完

了

1
6
伊
東
市

沿
岸

・
都

市
部

観
光

伊
豆

・
い

と
う

地
魚

王
国

推
進

区
域

観
光

・
防

災
機

能
を

備
え

た
高

度
で

賑
わ

い
創

出
に

資
す

る
複

合
型

の
水

産
物

供
給

施
設

の
整

備

調
整

中
地

元
調

整
○

（
４
－
６
）

食
堂

賃
借

企
業

の
経

営
計

画
見

直
し

に
よ

る
契

約
解

除
漁

協
と

の
連

携
新

た
な

入
居

者
の

選
定

準
備

1
7
島
田
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

・
工

業
○

新
東

名
島

田
金

谷
Ｉ

Ｃ
周

辺
都

市
的

土
地

利
用

推
進

区
域

有
事

の
際

に
も

活
用

で
き

る
工

業
団

地
の

整
備

一
部

完
了

令
和

２
年

４
月

に
工

業
用

地
（

堤
間

１
期

）
造

成
工

事
完

了
令

和
２

年
６

月
に

工
業

用
地

（
堤

間
２

期
）

実
施

設
計

完
了

令
和

元
年

７
月

に
工

業
用

地
（

牛
尾

山
）

実
施

設
計

完
了

令
和

元
年

９
月

に
ア

ク
セ

ス
1
号

線
全

線
完

成
令

和
２

年
1
1
月

に
賑

わ
い

交
流

拠
点

開
業

○
（
４
－
６

）
○

○

・
資

材
調

達
の

遅
延

・
委

託
の

地
元

説
明

会
が

　
遅

延
・

宅
地

開
発

需
要

減
・

(
他

)
埋

蔵
文

化
財

調
査

　
の

長
期

化

・
委

託
期

間
の

延
長

・
企

業
誘

致
営

業
対

象
の

　
拡

大
・

宅
地

広
報

強
化

・
(
他

)
埋

文
調

査

住
宅

開
発

業
者

へ
の

周
知

の
継

続

1
8
富
士
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

新
東

名
新

富
士

Ｉ
Ｃ

周
辺

物
流

拠
点

創
出

事
業

区
域

災
害

時
に

防
災

拠
点

と
な

る
流

通
業

務
地

の
整

備
完

了
平

成
3
0
年

３
月

に
流

通
業

務
専

用
地

造
成

工
事

完
了

1
9
富
士
市

沿
岸

・
都

市
部

観
光

田
子

の
浦

港
周

辺
防

災
対

策
・

に
ぎ

わ
い

創
出

推
進

事
業

区
域

津
波

対
策

計
画

等
の

策
定

及
び

計
画

に
基

づ
い

た
ハ

ー
ド

整
備

、
ベ

イ
エ

リ
ア

の
賑

わ
い

づ
く

り
拠

点
施

設
整

備

一
部

完
了

平
成

2
9
年

３
月

に
交

流
拠

点
施

設
供

用
開

始 令
和

２
年

３
月

に
第

３
波

除
堤

基
本

設
計

着
手

○
（

３
）

・
委

託
受

注
者

出
勤

減
に

　
よ

る
港

湾
協

議
の

遅
延

・
賑

わ
い

イ
ベ

ン
ト

の
中

　
止

・
感

染
対

策
に

配
慮

し
な

　
が

ら
協

議
を

実
施

・
公

園
利

用
を

促
進

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

　
た

協
議

・
賑

わ
い

イ
ベ

ン
ト

で
の

　
感

染
対

策
の

実
施

2
0
富
士
市

沿
岸

・
都

市
部

住
宅

江
川

地
区

豊
か

な
暮

ら
し

空
間

創
生

住
宅

整
備

推
進

区
域

沿
岸

部
に

お
け

る
防

災
機

能
を

備
え

た
ゆ

と
り

あ
る

豊
か

な
居

住
空

間
の

整
備

完
了

平
成

3
0
年

３
月

に
宅

地
造

成
工

事
完

了
○

分
譲

地
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

の
減

・
広

域
的

な
広

報
展

開
・

建
売

住
宅

の
建

設

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

刷
新

・
定

期
的

な
イ

ベ
ン

ト
の

　
開

催

2
1
磐
田
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

磐
田

市
下

野
部

地
区

産
業

集
積

区
域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
工

業
団

地
の

整
備

完
了

平
成

2
8
年

３
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了
○

・
売

上
減

の
立

地
企

業
へ

　
の

支
援

・
進

出
企

業
の

投
資

計
画

　
の

見
直

し
・

投
資

意
欲

が
低

下
し

た
　

中
で

の
企

業
誘

致
活

動

・
支

援
制

度
の

案
内

、
情

　
報

交
換

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
併

用
し

　
た

企
業

誘
致

コ
ロ

ナ
の

状
況

に
合

わ
せ

た
対

応
の

継
続

2
2
磐
田
市

沿
岸

・
都

市
部

観
光

福
田

漁
港

周
辺

“
食

の
拠

点
”

区
域

商
業

施
設

（
食

の
拠

点
）

整
備

、
津

波
避

難
施

設
整

備
完

了
平

成
2
8
年

５
月

に
商

業
施

設
・

津
波

避
難

施
設

供
用

開
始

○
・

来
場

者
数

の
減

少
な

し
・

感
染

防
止

対
策

の
継

続
感

染
防

止
対

策
の

実
施

感
染

防
止

対
策

の
徹

底

2
3
磐
田
市

沿
岸

・
都

市
部

農
業

「
い

わ
た

農
業

経
営

塾
」

推
進

区
域

就
農

支
援

拠
点

施
設

整
備

、
津

波
避

難
施

設
整

備
完

了
平

成
2
7
年

４
月

に
農

業
経

営
塾

開
講

平
成

2
7
年

1
0
月

に
津

波
避

難
施

設
供

用
開

始
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域

2
4
磐
田
市

内
陸

・
高

台
部

農
業

「
磐

田
ス

マ
ー

ト
ア

グ
リ

バ
レ

ー
」

推
進

区
域

防
災

機
能

を
備

え
た

付
加

価
値

の
高

い
施

設
園

芸
団

地
の

整
備

完
了

平
成

2
9
年

７
月

に
第

１
期

エ
リ

ア
：

太
陽

光
利

用
型

植
物

工
場

完
成

平
成

3
0
年

1
0
月

に
第

２
期

エ
リ

ア
：

閉
鎖

型
植

物
工

場
完

成
令

和
２

年
４

月
に

第
３

期
エ

リ
ア

：
太

陽
光

利
用

型
植

物
工

場
完

成

2
5
焼
津
市

沿
岸

・
都

市
部

農
業

「
田

尻
北

地
区

」
耕

作
放

棄
地

の
再

生
に

よ
る

高
付

加
価

値
農

業
創

出
推

進
区

域

耕
作

放
棄

地
の

再
生

を
図

る
農

業
生

産
基

盤
の

整
備

と
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

一
部

完
了

平
成

2
9
年

度
に

一
部

ほ
場

に
て

イ
グ

サ
試

験
栽

培
、

畳
表

加
工

・
流

通
平

成
3
1
年

４
月

に
農

業
基

盤
整

備
事

業
基

本
調

査
着

手

○
○

(
他

)
地

籍
調

査
（

登
記

）
の

遅
延

に
伴

い
面

積
が

定
ま

ら
ず

計
画

に
遅

れ

(
他

)
用

排
水

施
設

整
備

の
実

施
(
他

)
用

排
水

施
設

整
備

の
実

施

2
6
焼
津
市

沿
岸

・
都

市
部

工
業

大
井

川
焼

津
藤

枝
S
I
C
を

活
か

し
た

産
業

拠
点

推
進

区
域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
工

業
団

地
の

整
備

工
事

着
手

令
和

２
年

１
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
着

手
○

○

・
(
他

)
用

地
交

渉
に

よ
る

　
遅

延
・

(
他

)
工

場
火

災
に

よ
る

　
設

計
見

直
し

設
計

変
更

の
実

施
変

更
設

計
に

基
づ

く
工

事
の

実
施

2
7
掛
川
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

「
上

西
郷

地
区

」
産

業
集

積
推

進
区

域
災

害
時

に
防

災
拠

点
と

な
る

工
業

団
地

の
整

備
設

計
着

手
平

成
2
6
年

度
に

工
業

団
地

実
施

設
計

着
手

○
（

６
）

○
○

・
開

発
事

業
者

の
公

募
実

　
施

の
難

航
・

(
他

)
開

発
事

業
者

誘
引

　
の

難
航

市
場

調
査

の
実

施
公

募
の

実
施

2
8
掛
川
市

内
陸

・
高

台
部

農
業

「
寺

島
・

幡
鎌

地
区

」
農

地
整

備
推

進
区

域

農
地

基
盤

整
備

事
業

と
災

害
時

に
防

災
拠

点
と

な
る

６
次

産
業

化
関

連
施

設
の

整
備

設
計

着
手

平
成

2
9
年

４
月

に
事

業
計

画
作

成
○

埋
蔵

文
化

財
調

査
の

調
整

に
係

る
事

業
の

遅
延

埋
蔵

文
化

財
影

響
範

囲
を

避
け

た
事

業
面

積
へ

の
縮

小
に

伴
う

、
企

業
誘

致
の

見
直

し

計
画

変
更

2
9
掛
川
市

内
陸

・
高

台
部

観
光

「
倉

真
第

２
P
A
地

区
」

整
備

推
進

区
域

災
害

時
に

防
災

拠
点

と
な

る
新

東
名

高
速

道
路

倉
真

第
２

P
A
（

商
業

施
設

等
）

の
整

備

設
計

着
手

平
成

2
9
年

1
1
月

に
測

量
設

計
着

手
○

（
６

）
○

○

・
N
E
X
C
O
と

の
協

議
の

遅
延 ・

事
業

計
画

見
直

し
に

伴
　

い
事

業
者

の
開

発
が

遅
　

延
・

(
他

)
事

業
予

定
者

撤
退

　
に

よ
る

遅
延

高
速

道
路

連
結

申
出

を
行

い
、

連
結

予
定

者
と

し
て

決
定

事
業

者
の

動
向

を
注

視

3
0
掛
川
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

「
大

坂
・

土
方

地
区

」
産

業
集

積
推

進
区

域
災

害
時

に
防

災
拠

点
と

な
る

工
業

団
地

の
整

備
工

事
着

手
令

和
２

年
５

月
に

工
業

団
地

造
成

工
事

着
手

○
（

６
）

○
○

企
業

誘
致

活
動

に
支

障
感

染
対

策
を

講
じ

な
が

ら
企

業
誘

致

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

企
業

　
誘

致
活

動
・

新
規

開
発

に
向

け
た

基
　

本
調

査
の

実
施

3
1
掛
川
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

「
新

エ
コ

第
３

期
地

区
」

産
業

集
積

推
進

区
域

災
害

時
に

防
災

拠
点

と
な

る
工

業
団

地
の

整
備

調
整

中
土

地
利

用
調

整
・

地
元

調
整

○
（

６
）

○
○

・
地

元
調

整
の

回
数

、
規

　
模

縮
小

・
市

場
調

査
の

延
期

・
企

業
投

資
の

抑
制

に
よ

　
り

開
発

事
業

者
が

見
込

　
め

な
い

・
(
他

)
開

発
事

業
者

誘
引

　
の

難
航

開
発

事
業

者
の

公
募

に
向

け
た

地
元

調
整

の
継

続
市

場
調

査
後

の
庁

内
合

意
形

成

3
2
掛
川
市

沿
岸

・
都

市
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

「
掛

川
市

海
岸

命
を

守
る

希
望

の
森

づ
く

り
地

区
」

推
進

区
域

地
域

住
民

等
の

交
流

の
場

と
も

な
る

森
の

防
潮

堤
の

整
備

一
部

完
了

令
和

２
年

３
月

ま
で

に
2
,
6
7
8
m
が

完
成

（
計

画
区

間
6
,
0
9
0
m
）
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域

3
3
掛
川
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

「
南

西
郷

地
区

」
産

業
集

積
推

進
区

域

災
害

拠
点

病
院

と
連

携
し

た
災

害
に

強
い

工
業

用
地

の
整

備
完

了
平

成
3
1
年

３
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了

3
4
藤
枝
市

内
陸

・
高

台
部

農
業

・
工

業
○

新
東

名
藤

枝
岡

部
I
C
周

辺
推

進
区

域

有
事

に
お

け
る

防
災

機
能

を
確

保
し

た
食

と
農

の
拠

点
と

工
業

団
地

の
整

備

一
部

完
了

平
成

2
9
年

1
1
月

に
農

地
整

備
工

事
完

了
令

和
元

年
６

月
に

工
業

団
地

造
成

工
事

着
手

3
5

御
殿

場
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

板
妻

南
工

業
団

地
開

発
推

進
区

域
有

事
に

備
え

た
災

害
に

強
い

工
業

団
地

の
整

備
完

了
平

成
2
9
年

３
月

ま
で

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了
○

協
議

会
設

置
の

遅
れ

と
そ

れ
に

伴
う

災
害

協
定

締
結

の
遅

れ
感

染
動

向
を

注
視

感
染

症
対

策
を

と
っ

た
う

え
で

協
議

会
の

設
置

・
開

催
を

進
め

る

3
6

御
殿

場
市

内
陸

・
高

台
部

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ

駒
門

周
辺

地
域

エ
コ

シ
テ

ィ
化

推
進

区
域

多
様

な
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

創
出

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
地

産
地

消
完

了

平
成

2
8
年

度
ま

で
に

バ
イ

オ
マ

ス
ボ

イ
ラ

ー
稼

動
、

間
伐

未
利

用
材

チ
ッ

プ
化

事
業

実
施

平
成

3
0
年

５
月

に
小

水
力

発
電

設
置

完
了

3
7

御
殿

場
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

「
印

野
地

区
」

豊
か

な
暮

ら
し

空
間

創
生

住
宅

整
備

促
進

区
域

防
災

機
能

を
備

え
た

ゆ
と

り
あ

る
豊

か
な

住
宅

団
地

の
整

備
完

了
平

成
2
9
年

３
月

に
宅

地
造

成
工

事
完

了

3
8
袋
井
市

沿
岸

・
都

市
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

○
袋

井
市

静
岡

モ
デ

ル
防

潮
堤

整
備

と
連

動
し

た
次

世
代

産
業

拠
点

創
出

推
進

区
域

工
業

団
地

の
造

成
と

残
土

を
活

用
し

た
防

潮
堤

の
一

体
整

備

一
部

完
了

平
成

3
0
年

７
月

に
造

成
工

事
完

了
令

和
元

年
1
0
月

に
立

地
企

業
操

業
開

始
（

豊
沢

地
区

）
令

和
元

年
９

月
に

工
業

団
地

測
量

及
び

基
本

設
計

着
手

（
岡

崎
地

区
）

平
成

2
7
年

１
月

に
防

潮
堤

工
事

着
手

、
令

和
２

年
３

月
ま

で
に

3
,
8
6
4
m
が

完
成

○
（

６
）

○
民

間
企

業
の

設
備

投
資

計
画

の
見

直
し

に
よ

る
遅

れ
事

業
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

再
検

討
民

間
の

着
実

な
事

業
実

施
を

支
援

3
9
袋
井
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

○
東

名
袋

井
I
C
周

辺
産

業
集

積
拠

点
創

出
推

進
区

域
有

事
に

備
え

た
災

害
に

強
い

工
業

団
地

の
整

備
完

了
令

和
３

年
２

月
に

工
業

団
地

造
成

工
事

完
了

4
0
下
田
市

沿
岸

・
都

市
部

観
光

「
春

日
山

及
び

下
田

公
園

地
域

」
交

流
拡

大
・

防
災

対
策

推
進

区
域

地
域

住
民

や
観

光
客

の
津

波
避

難
路

と
な

る
遊

歩
道

の
整

備
完

了
令

和
２

年
９

月
ま

で
に

津
波

避
難

路
兼

遊
歩

道
工

事
完

了

4
1
裾
野
市

内
陸

・
高

台
部

工
業

東
名

裾
野

I
C
周

辺
地

域
に

お
け

る
防

災
・

減
災

と
職

住
近

接
に

配
慮

し
た

地
域

づ
く

り
推

進
区

域

工
業

団
地

の
整

備
と

と
も

に
、

企
業

と
災

害
時

支
援

協
定

を
締

結
し

、
有

事
に

備
え

た
災

害
に

強
い

地
域

づ
く

り
の

推
進

完
了

平
成

2
7
年

３
月

ま
で

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了

4
2
裾
野
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

裾
野

市
北

部
地

域
職

住
近

接
の

防
災

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
創

出
推

進
区

域

職
住

近
接

の
ゆ

と
り

あ
る

住
宅

団
地

の
整

備
に

よ
る

自
立

可
能

な
防

災
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
創

出

工
事

着
手

令
和

２
年

７
月

に
宅

地
造

成
工

事
着

手
○

（
１

）
○

地
鎮

祭
の

延
期

・
コ

ロ
ナ

に
よ

る
完

了
工

　
期

の
見

直
し

は
な

し
・

事
業

計
画

の
具

体
化

や
　

進
捗

状
況

を
踏

ま
え

た
　

計
画

変
更

着
実

な
事

業
の

実
施

4
3
湖
西
市

沿
岸

・
都

市
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

新
居

地
区

「
安

全
で

安
心

な
暮

ら
し

空
間

創
生

」
推

進
区

域

急
傾

斜
の

切
土

に
よ

る
津

波
避

難
場

所
の

整
備

と
切

土
工

事
の

排
出

土
砂

を
活

用
し

た
命

山
の

整
備

一
部

完
了

平
成

3
0
年

３
月

に
住

吉
地

区
命

山
設

置
工

事
完

了
令

和
３

年
１

月
に

公
園

施
設

整
備

完
了

令
和

３
年

度
中

に
急

傾
斜

崩
壊

対
策

事
業

完
了

予
定

○
○

(
他

)
地

元
対

応
や

軟
弱

な
地

質
へ

の
対

応
に

よ
る

遅
延

(
他

)
施

行
条

件
へ

の
対

応
(
他

)
着

実
な

工
事

の
実

施
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域

4
4
湖
西
市

沿
岸

・
都

市
部

工
業

○
浜

名
湖

西
岸

地
区

産
業

集
積

推
進

区
域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
工

業
団

地
及

び
ア

ク
セ

ス
道

路
の

整
備

工
事

着
手

平
成

3
1
年

３
月

に
ア

ク
セ

ス
道

路
整

備
工

事
に

着
手

令
和

２
年

８
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
着

手

○
（

２
）

○
工

事
施

工
体

制
に

影
響

し
、

工
程

が
遅

延
工

事
工

程
の

見
直

し
着

実
な

工
事

の
実

施

4
5
伊
豆
市

内
陸

・
高

台
部

農
業

・
林

業

天
城

北
道

路
大

平
I
C
周

辺
〝

森
と

農
〟

活
力

創
造

推
進

区
域

土
地

改
良

事
業

に
よ

る
農

地
の

集
約

化
と

有
事

に
お

け
る

防
災

機
能

を
確

保
し

た
貯

木
施

設
の

整
備

一
部

完
了

令
和

元
年

度
に

農
地

造
成

工
事

が
完

了
し

、
営

農
を

開
始

令
和

４
年

1
0
月

ま
で

に
貯

木
施

設
供

用
開

始
予

定

○
○

(
他

)
建

設
工

事
の

遅
延

(
他

)
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設

置
(
他

)
官

民
連

携
し

て
完

了
を

目
指

す

4
6
伊
豆
市

内
陸

・
高

台
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

「
天

城
北

道
路

」
と

「
道

の
駅

」
を

生
か

し
た

地
域

振
興

拠
点

づ
く

り
推

進
区

域

有
事

の
際

に
物

資
供

給
拠

点
等

と
な

る
観

光
交

流
施

設
の

整
備

と
地

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

完
了

令
和

元
年

1
2
月

に
道

の
駅

供
用

開
始

○
感

染
防

止
対

策
の

徹
底

・
感

染
防

止
対

策
の

実
施

・
道

の
駅

活
用

体
制

の
構

　
築

・
季

節
ご

と
の

情
報

発
信

・
感

染
防

止
対

策
の

徹
底

・
組

織
連

携
に

よ
る

更
な

　
る

施
設

の
活

用

4
7

御
前

崎
市

沿
岸

・
都

市
部

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ

御
前

崎
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

に
ぎ

わ
い

創
出

推
進

区
域

地
域

活
性

化
に

資
す

る
賑

わ
い

施
設

と
津

波
避

難
路

の
整

備
完

了
平

成
3
0
年

２
月

に
津

波
避

難
路

完
成

令
和

２
年

３
月

に
灯

台
周

辺
工

事
整

備
完

了
○

海
水

浴
場

の
閉

鎖
等

に
よ

る
観

光
客

数
の

減
少

（
3
.
8
万

人
の

減
）

誘
客

イ
ベ

ン
ト

開
催

中
止

感
染

動
向

を
注

視

状
況

に
応

じ
た

施
設

の
活

用 感
染

対
策

を
講

じ
た

イ
ベ

ン
ト

開
催

の
検

討

4
8
菊
川
市

内
陸

・
高

台
部

農
業

菊
川

市
次

世
代

農
業

推
進

区
域

有
事

に
お

け
る

防
災

機
能

を
確

保
し

た
食

と
農

の
拠

点
施

設
整

備
完

了
令

和
元

年
1
1
月

に
農

地
造

成
工

事
完

了
令

和
元

年
1
1
月

に
集

出
荷

施
設

整
備

完
了

4
9

伊
豆

の
国

市
内

陸
・

高
台

部
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

「
世

界
遺

産
韮

山
反

射
炉

」
及

び
「

江
川

邸
」

を
核

と
し

た
歴

史
文

化
の

ま
ち

づ
く

り
推

進
区

域

防
災

機
能

を
備

え
た

魅
力

あ
る

観
光

地
づ

く
り

完
了

平
成

2
8
年

1
2
月

に
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

・
多

目
的

広
場

供
用

開
始

令
和

元
年

９
月

に
資

料
保

存
活

用
施

設
完

成

○

４
月

上
旬

か
ら

５
月

末
ま

で
閉

館
し

、
再

開
後

も
観

光
客

数
が

回
復

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

大
幅

に
観

光
客

数
が

減
少

（
９

月
末

時
点

前
年

度
比

 
1
0
2
千

人
 
→

 
2
8
千

人
）

誘
客

イ
ベ

ン
ト

が
実

施
で

き
て

い
な

い
状

況
現

状
の

開
館

体
制

の
維

持

5
0

伊
豆

の
国

市
内

陸
・

高
台

部
工

業
江

間
工

業
用

地
開

発
推

進
区

域
有

事
に

物
資

等
の

供
給

拠
点

と
な

る
工

業
団

地
の

整
備

完
了

平
成

3
0
年

９
月

に
造

成
工

事
完

了
（

用
地

B
）

令
和

２
年

７
月

に
造

成
工

事
完

了
（

用
地

A
）

5
1

牧
之

原
市

内
陸

・
高

台
部

住
宅

・
産

業

東
名

相
良

牧
之

原
I
C
周

辺
土

地
利

用
推

進
区

域

有
事

に
お

け
る

防
災

機
能

を
確

保
し

た
産

業
交

流
拠

点
・

住
宅

団
地

整
備

設
計

着
手

令
和

２
年

１
月

に
実

施
設

計
に

着
手

○
（

６
）

○
○

・
地

元
説

明
会

や
補

償
調

　
査

の
延

期
・

進
出

企
業

誘
致

の
停

滞
・

(
他

)
市

の
財

政
難

・
感

染
対

策
を

講
じ

な
が

　
ら

関
係

者
と

打
合

せ
・

関
係

企
業

と
の

連
携

強
　

化
・

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
精

査

左
記

に
同

じ

5
2

牧
之

原
市

沿
岸

・
都

市
部

住
宅

静
波

地
区

「
安

全
で

豊
か

な
暮

ら
し

空
間

創
生

」
推

進
区

域

沿
岸

部
に

お
け

る
防

災
・

減
災

機
能

を
備

え
た

ゆ
と

り
あ

る
住

宅
地

の
整

備

中
止

(
解

除
)

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
宅

地
開

発
需

要
が

減
退

し
、

事
業

進
捗

に
影

響
完

成
に

向
け

た
見

通
し

が
立

た
な

い
こ

と
か

ら
市

か
ら

解
除

申
請

さ
れ

た

○
（

６
）

○
○

・
住

宅
地

開
発

需
要

の
減

　
退

・
(
他

)
過

年
度

か
ら

の
宅

　
地

開
発

業
者

の
誘

引
の

　
不

実
現

引
き

続
き

宅
地

開
発

業
者

を
誘

引
計

画
期

間
内

の
進

捗
見

込
無

5
3

東
伊

豆
町

内
陸

・
高

台
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

稲
取

高
原

特
色

を
生

か
し

た
観

光
地

づ
く

り
推

進
区

域

有
事

に
お

け
る

地
域

防
災

力
を

高
め

る
滞

在
型

観
光

の
拠

点
と

な
る

憩
い

の
広

場
の

整
備

完
了

平
成

2
7
年

４
月

に
観

光
施

設
（

広
場

）
供

用
開

始
○

イ
ベ

ン
ト

の
中

止
（

前
年

度
は

1
3
千

人
が

参
加

）

一
部

イ
ベ

ン
ト

の
オ

ン
ラ

イ
ン

対
応

イ
ベ

ン
ト

の
再

開
の

検
討
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域

5
4
河
津
町

沿
岸

・
都

市
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

河
津

町
子

育
て

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

機
能

推
進

区
域

防
災

機
能

を
備

え
た

子
育

て
支

援
・

文
化

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
等

の
施

設
整

備

工
事

着
手

令
和

２
年

８
月

に
子

育
て

支
援

施
設

実
施

設
計

着
手

令
和

２
年

1
2
月

に
商

工
会

館
耐

震
改

修
工

事
着

手

○
（

２
）

子
育

て
会

議
の

延
期

詳
細

設
計

の
実

施
計

画
ど

お
り

の
進

捗
を

図
る

5
5

南
伊

豆
町

内
陸

・
高

台
部

工
業

南
伊

豆
町

差
田

地
区

産
業

拠
点

推
進

区
域

地
域

防
災

機
能

を
備

え
た

工
業

用
地

の
整

備
完

了
平

成
3
0
年

４
月

に
工

業
用

地
造

成
工

事
完

了
○

（
６

）
○

設
備

投
資

の
落

ち
込

み
に

伴
う

、
工

場
誘

致
の

困
難

進
出

企
業

誘
致

進
出

企
業

決
定

後
の

河
川

工
事

の
検

討

5
6
松
崎
町

内
陸

・
高

台
部

産
業

道
の

駅
「

花
の

三
聖

苑
」

等
を

活
用

し
た

起
業

の
学

び
の

拠
点

創
出

推
進

区
域

地
域

防
災

力
を

強
化

し
既

存
施

設
や

地
域

資
源

を
活

用
し

た
起

業
支

援
拠

点
の

整
備

完
了

平
成

2
9
年

８
月

に
警

察
署

分
署

移
転

工
事

完
了

平
成

２
年

1
2
月

に
旧

依
田

邸
整

備
を

完
了

し
、

令
和

２
年

度
中

に
温

泉
施

設
を

開
業

予
定

○
（

６
）

○
○

・
感

染
対

策
や

温
泉

利
用

　
料

の
検

討
・

調
整

に
よ

　
る

遅
れ

・
(
他

)
温

泉
と

道
の

駅
の

　
運

営
・

整
備

運
営

の
合

意
形

成

・
温

泉
開

業
の

調
整

・
道

の
駅

整
備

の
再

検
討

・
温

泉
施

設
の

再
整

備
・

道
の

駅
整

備
実

施
時

期
　

の
再

検
討

5
7

西
伊

豆
町

沿
岸

・
都

市
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

「
安

良
里

地
区

」
防

災
拠

点
施

設
整

備
推

進
区

域

広
域

避
難

地
と

連
携

し
た

防
災

拠
点

と
な

る
診

療
所

及
び

消
防

団
詰

所
の

整
備

完
了

平
成

2
9
年

３
月

に
診

療
所

・
消

防
団

詰
所

建
設

工
事

完
了

、
平

成
2
9
年

度
よ

り
供

用
開

始
○

密
を

避
け

る
た

め
防

災
訓

練
を

中
止

感
染

動
向

等
を

注
視

状
況

等
に

よ
り

実
施

を
検

討
す

る

5
8

西
伊

豆
町

沿
岸

・
都

市
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

「
田

子
地

区
」

大
学

生
と

地
域

住
民

と
の

交
流

拠
点

施
設

整
備

推
進

区
域

有
事

の
際

に
避

難
所

等
と

な
る

多
目

的
交

流
施

設
の

整
備

完
了

平
成

2
8
年

７
月

に
旧

田
子

中
学

校
改

修
工

事
完

了
、

翌
月

供
用

開
始

○
県

外
大

学
生

と
の

交
流

の
停

止
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

交
流

活
動

オ
ン

ラ
イ

ン
環

境
の

充
実

5
9
函
南
町

内
陸

・
高

台
部

農
業

・
観

光
○

「
道

の
駅

・
川

の
駅

」
を

活
用

し
た

地
場

産
品

活
用

６
次

産
業

化
推

進
事

業

災
害

時
の

防
災

機
能

を
確

保
し

た
「

道
の

駅
・

川
の

駅
」

の
整

備
と

６
次

産
業

化
の

推
進

完
了

平
成

2
9
年

３
月

に
道

の
駅

、
平

成
3
1
年

３
月

に
川

の
駅

整
備

完
了

○
観

光
客

の
減

少
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
の

中
止

安
全

・
安

心
の

P
R
、

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

近
隣

施
設

と
の

連
携

に
よ

る
利

用
者

増

6
0
清
水
町

内
陸

・
高

台
部

工
業

久
米

田
地

区
成

長
産

業
集

積
推

進
区

域
有

事
に

備
え

た
災

害
に

強
い

工
業

用
地

の
整

備
完

了
平

成
2
9
年

度
中

に
造

成
完

了

6
1
長
泉
町

内
陸

・
高

台
部

工
業

○
長

泉
沼

津
I
C
周

辺
物

流
関

連
産

業
等

集
積

区
域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
物

流
関

連
産

業
等

の
集

積
完

了
平

成
2
7
年

９
月

に
物

流
施

設
稼

動

6
2
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

観
光

○

（
仮

称
）

小
山

パ
ー

キ
ン

グ
エ

リ
ア

・
ス

マ
ー

ト
イ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

地
域

産
業

集
積

事
業

推
進

区
域

地
域

防
災

力
を

高
め

る
観

光
関

連
施

設
及

び
モ

ー
タ

ー
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
の

集
積

工
事

着
手

令
和

２
年

５
月

に
モ

ー
タ

ー
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
集

積
事

業
の

造
成

工
事

に
着

手
令

和
２

年
７

月
に

物
流

施
設

の
調

査
・

測
量

に
着

手

○
（

６
）

○
○

・
資

材
調

達
の

遅
延

・
(
他

)
用

地
買

収
の

難
航

仮
資

材
の

投
入

着
実

な
事

業
進

捗

6
3
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

工
業
等

○
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
活

用
し

た
産

業
拠

点
整

備
事

業
推

進
区

域

災
害

に
強

く
持

続
可

能
な

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
所

、
工

業
団

地
、

次
世

代
施

設
園

芸
団

地
等

の
整

備

一
部

完
了

平
成

2
8
年

３
月

に
次

世
代

施
設

園
芸

団
地

栽
培

開
始

平
成

3
0
年

９
月

に
F
P
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了
、

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
所

開
所

令
和

元
年

９
月

に
新

産
業

集
積

エ
リ

ア
造

成
工

事
完

了
令

和
２

年
４

月
に

上
野

工
業

団
地

造
成

工
事

着
手

○
（

６
）

○

・
休

工
に

よ
る

遅
延

・
投

資
計

画
の

見
直

し
に

　
伴

う
建

築
工

事
着

工
の

　
延

期

感
染

防
止

対
策

の
実

施
着

実
な

事
業

進
捗

6
4
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

観
光

○

東
名

高
速

道
路

足
柄

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
周

辺
を

広
域

都
市

交
流

拠
点

と
し

た
土

地
利

用
事

業
推

進
区

域

広
域

防
災

拠
点

と
な

る
工

業
団

地
及

び
観

光
関

連
施

設
の

整
備

一
部

完
了

平
成

3
0
年

1
2
月

に
観

光
拠

点
施

設
開

業
平

成
3
1
年

３
月

に
観

光
拠

点
施

設
と

防
災

協
定

締
結

○
（

６
）

○
観

光
需

要
低

下
を

受
け

、
設

計
を

見
直

し
、

規
模

縮
小

を
検

討
企

業
と

の
綿

密
な

調
整

企
業

と
の

調
整
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コ
ロ
ナ

（
ヶ
月
）

コ
ロ
ナ

以
外

事
業
概
要

R
2
評 価

評
価
理
由

影
響

の
有
無

区
分

特
区

推
進
区
域
等
名
称

計
画

変
更

コ
ロ
ナ
禍
等
の

影
響
・
課
題

(他
)：
コ
ロ
ナ
禍
以
外

対
応
状
況

今
後
の
方
針

N
o
.
市

町
地

域

6
5
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

住
宅

生
活

と
自

然
が

調
和

し
た

「
富

士
小

山
わ

さ
び

平
地

区
」

推
進

区
域

既
存

施
設

と
の

協
力

協
定

締
結

と
防

災
機

能
を

確
保

し
た

住
宅

団
地

の
整

備
完

了
平

成
3
0
年

３
月

に
宅

地
造

成
完

了

6
6
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

住
宅

南
藤

曲
地

区
「

家
・

庭
一

体
の

住
ま

い
づ

く
り

」
推

進
区

域
防

災
対

応
力

の
高

い
住

宅
団

地
の

整
備

完
了

平
成

2
7
年

３
月

に
宅

地
造

成
完

了

6
7
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

富
士

山
の

眺
望

を
活

か
し

た
駿

河
小

山
駅

周
辺

活
性

化
事

業
推

進
区

域

防
災

機
能

を
備

え
た

工
業

用
地

整
備

及
び

観
光

交
流

施
設

の
機

能
強

化
完

了
平

成
2
8
年

５
月

に
工

場
操

業
開

始
○

観
光

需
要

の
落

ち
込

み
に

よ
り

観
光

客
数

の
減

少
感

染
対

策
の

連
絡

と
需

要
喚

起
策

の
検

討
国

の
動

向
を

注
視

し
な

が
ら

支
援

策
を

検
討

6
8
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

富
士

山
に

抱
か

れ
た

須
走

周
辺

地
区

観
光

活
性

化
事

業
推

進
区

域

観
光

客
の

一
次

避
難

地
と

な
る

観
光

宿
泊

施
設

の
整

備
完

了
平

成
2
8
年

７
月

に
既

存
施

設
（

温
浴

施
設

）
を

用
途

変
更

し
宿

泊
施

設
と

し
て

開
業

○
観

光
需

要
の

落
ち

込
み

に
よ

る
宿

泊
者

数
の

減
少

需
要

喚
起

策
の

検
討

国
の

動
向

を
注

視
し

な
が

ら
支

援
策

を
検

討

6
9
小
山
町

内
陸

・
高

台
部

住
宅

リ
バ

ー
ガ

ー
デ

ン
タ

ウ
ン

お
や

ま
宅

地
造

成
事

業
推

進
区

域
防

災
対

応
力

の
高

い
住

宅
団

地
の

整
備

設
計

着
手

平
成

3
0
年

１
月

に
住

宅
団

地
設

計
着

手
（

調
査

・
測

量
等

）
○

（
６

）
○

○

・
宅

地
開

発
需

要
の

減
退

　
に

よ
る

進
捗

の
遅

れ
・

(
他

)
開

発
事

業
者

誘
引

　
の

難
航

オ
ン

ラ
イ

ン
環

境
の

充
実

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
に

対
す

る
P
R
の

継
続

7
0
吉
田
町

沿
岸

・
都

市
部

商
業

○
物

資
供

給
拠

点
確

保
事

業
推

進
区

域
防

災
拠

点
と

な
る

防
災

公
園

の
整

備
、

商
業

施
設

の
整

備
完

了
平

成
2
8
年

４
月

に
商

業
施

設
開

業
同

年
1
0
月

に
防

災
公

園
・

管
理

棟
供

用
開

始

7
1
吉
田
町

沿
岸

・
都

市
部

工
業

○
企

業
活

動
維

持
支

援
事

業
推

進
区

域

応
急

仮
設

住
宅

建
設

用
地

の
創

出
な

ど
有

事
の

際
に

も
活

用
で

き
る

企
業

立
地

用
地

の
整

備

完
了

平
成

3
1
年

３
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了

7
2

川
根

本
町

内
陸

・
高

台
部

I
C
T

I
C
T
を

活
用

し
た

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
・

テ
レ

ワ
ー

ク
推

進
区

域

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

就
労

機
会

の
創

出
と

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
の

施
設

整
備

完
了

平
成

2
9
年

４
月

に
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

開
所

○
首

都
圏

か
ら

の
社

員
等

と
の

連
携

事
業

の
遅

延
テ

レ
ワ

ー
ク

、
ウ

ェ
ブ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
活

用

テ
レ

ワ
ー

ク
や

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

I
C
T
を

活
用

し
た

取
組

の
実

施

7
3

森
町

内
陸

・
高

台
部

観
光

○
遠

州
森

町
P
A
周

辺
有

効
活

用
推

進
区

域

災
害

時
に

地
域

防
災

機
能

を
確

保
し

た
６

次
産

業
化

施
設

等
の

整
備

完
了

平
成

2
8
年

２
月

に
防

災
備

蓄
倉

庫
完

成
平

成
2
9
年

６
月

に
６

次
産

業
化

施
設

整
備

完
了

・
開

業
○

観
光

客
の

減
少

感
染

防
止

対
策

の
実

施
レ

ン
タ

ル
サ

イ
ク

ル
事

業
や

擬
似

観
光

体
験

動
画

の
作

成
に

取
り

組
む

7
4

森
町

内
陸

・
高

台
部

工
業

○
森

掛
川

I
C
周

辺
次

世
代

産
業

集
積

区
域

災
害

時
に

復
旧

対
策

機
能

を
確

保
し

た
工

業
団

地
の

整
備

完
了

平
成

3
0
年

２
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了

7
5

森
町

内
陸

・
高

台
部

工
業

○
内

陸
部

へ
の

移
転

企
業

の
受

け
皿

確
保

区
域

有
事

に
備

え
た

災
害

に
強

い
工

業
団

地
の

整
備

完
了

平
成

3
1
年

１
月

に
工

業
団

地
造

成
工

事
完

了
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